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杉
山
平
一
の
コ
ン
ト

斎
　
藤
　
理
　
生

一　

問
題
の
所
在

　

本
論
は
、
詩
人
・
杉
山
平
一
（
一
九
一
四
～
二
〇
一
二
）
が
、
敗
戦
直
後
に
発
表
し
た
コ
ン
ト
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
は
、
詩
人
・
杉
山
平
一
（
一
九
一
四
～
二
〇
一
二
）
が
、
敗
戦
直
後
に
発
表
し
た
コ
ン
ト
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

杉
山
は
、
詩
を
創
作
の
基
盤
に
し
な
が
ら
、
映
画
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
・
小
説
な
ど
、
多
彩
な
執
筆
活
動
を
行
っ
た
。
敗
戦
直
後
に
は
コ
ン
ト
も
し
ば
し
ば
書
い

　

杉
山
は
、
詩
を
創
作
の
基
盤
に
し
な
が
ら
、
映
画
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
・
小
説
な
ど
、
多
彩
な
執
筆
活
動
を
行
っ
た
。
敗
戦
直
後
に
は
コ
ン
ト
も
し
ば
し
ば
書
い

て
い
る
（
こ
こ
で
の
コ
ン
ト
は
、
滑
稽
な
寸
劇
で
は
な
く
、
一
九
二
〇
年
代
中
葉
か
ら
日
本
に
定
着
し
た
、
ご
く
短
い
小
説
を
指
す
）。
し
か
し
、
コ
ン
ト
と
し

て
い
る
（
こ
こ
で
の
コ
ン
ト
は
、
滑
稽
な
寸
劇
で
は
な
く
、
一
九
二
〇
年
代
中
葉
か
ら
日
本
に
定
着
し
た
、
ご
く
短
い
小
説
を
指
す
）。
し
か
し
、
コ
ン
ト
と
し

て
発
表
さ
れ
た
作
品
の
大
半
は
、
単
行
本
に
収
録
さ
れ
ず
、
集
大
成
と
な
っ
た
『
杉
山
平
一
全
詩
集
』
上
下
巻
（
編
集
工
房
ノ
ア
、
一
九
九
七
）
や
、『
杉
山
平

て
発
表
さ
れ
た
作
品
の
大
半
は
、
単
行
本
に
収
録
さ
れ
ず
、
集
大
成
と
な
っ
た
『
杉
山
平
一
全
詩
集
』
上
下
巻
（
編
集
工
房
ノ
ア
、
一
九
九
七
）
や
、『
杉
山
平

一
詩
集
』（
思
潮
社
、
二
〇
〇
六
）
に
も
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
年
譜
や
回
想
記
で
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
で
は
杉
山
に
コ
ン
ト
作
品
が
あ
る

一
詩
集
』（
思
潮
社
、
二
〇
〇
六
）
に
も
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
年
譜
や
回
想
記
で
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
で
は
杉
山
に
コ
ン
ト
作
品
が
あ
る

こ
と
自
体
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
先
行
研
究
で
も
同
様
で
あ
る
。
佐
古
祐
二
『
詩
人
杉
山
平
一
論　

星
と
映
画
と
人
と
』（
竹
林
館
、二
〇
〇
二
）、安
水
稔
和
『
杉

こ
と
自
体
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
先
行
研
究
で
も
同
様
で
あ
る
。
佐
古
祐
二
『
詩
人
杉
山
平
一
論　

星
と
映
画
と
人
と
』（
竹
林
館
、二
〇
〇
二
）、安
水
稔
和
『
杉

山
平
一　

青
を
め
ざ
し
て
』（
編
集
工
房
ノ
ア
、
二
〇
一
〇
）
な
ど
の
詩
人
論
や
、「
特
集　

杉
山
平
一
」（『
季
刊
び
ー
ぐ
る　

詩
の
海
へ
』
二
〇
一
二
・
一
〇
）

山
平
一　

青
を
め
ざ
し
て
』（
編
集
工
房
ノ
ア
、
二
〇
一
〇
）
な
ど
の
詩
人
論
や
、「
特
集　

杉
山
平
一
」（『
季
刊
び
ー
ぐ
る　

詩
の
海
へ
』
二
〇
一
二
・
一
〇
）

の
よ
う
な
詩
誌
に
お
け
る
特
集
、
杉
山
の
小
説
を
論
じ
た
國
中
治
「『
四
季
』
の
最
後
の
詩
人
（
二
）
―
杉
山
平
一
の
詩
と
小
説
―
」（「
文
藝
論
叢
」
二
〇
〇
九
・

の
よ
う
な
詩
誌
に
お
け
る
特
集
、
杉
山
の
小
説
を
論
じ
た
國
中
治
「『
四
季
』
の
最
後
の
詩
人
（
二
）
―
杉
山
平
一
の
詩
と
小
説
―
」（「
文
藝
論
叢
」
二
〇
〇
九
・

三
）
の
よ
う
な
論
文
に
お
い
て
も
、
コ
ン
ト
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

三
）
の
よ
う
な
論
文
に
お
い
て
も
、
コ
ン
ト
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
杉
山
の
コ
ン
ト
が
ま
っ
た
く
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
杉
山
に
「
竹
中
郁
氏
の
手
紙
」（『
首
蓿
』
一
九
八
九
・
一
）
と
い
う
随
筆

　

し
か
し
、
杉
山
の
コ
ン
ト
が
ま
っ
た
く
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
杉
山
に
「
竹
中
郁
氏
の
手
紙
」（『
首
蓿
』
一
九
八
九
・
一
）
と
い
う
随
筆

が
あ
る
。
そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
竹
中
郁
の
手
紙
の
一
つ
に
「
近
ご
ろ
お
か
き
の
コ
ン
ト
、
み
な
面
白
い
、
詩
の
方
は
コ
チ
コ
チ
し
て
ゐ
て
い
た
ゞ
き
か
ね
る
が
」

が
あ
る
。
そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
竹
中
郁
の
手
紙
の
一
つ
に
「
近
ご
ろ
お
か
き
の
コ
ン
ト
、
み
な
面
白
い
、
詩
の
方
は
コ
チ
コ
チ
し
て
ゐ
て
い
た
ゞ
き
か
ね
る
が
」

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
手
紙
の
日
付
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
同
じ
手
紙
に
杉
山
の
小
説
『
洋
服
』（『
文
学
雑
誌
』
一
九
四
七
・
五
）
を
読
ん
だ
こ
と
、「
六

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
手
紙
の
日
付
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
同
じ
手
紙
に
杉
山
の
小
説
『
洋
服
』（『
文
学
雑
誌
』
一
九
四
七
・
五
）
を
読
ん
だ
こ
と
、「
六
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月
十
日
の
大
毎
詩
会
に
は
必
ず
出
席
」
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
一
九
四
七
年
五
月
に
書
か
れ
た
手
紙
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
杉

月
十
日
の
大
毎
詩
会
に
は
必
ず
出
席
」
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
一
九
四
七
年
五
月
に
書
か
れ
た
手
紙
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
杉

山
が
コ
ン
ト
を
発
表
し
始
め
て
間
も
な
い
時
期
に
当
た
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
先
達
か
ら
こ
の
よ
う
な
手
紙
を
も
ら
い
、
四
〇
年
後
に
随

山
が
コ
ン
ト
を
発
表
し
始
め
て
間
も
な
い
時
期
に
当
た
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
先
達
か
ら
こ
の
よ
う
な
手
紙
を
も
ら
い
、
四
〇
年
後
に
随

筆
に
も
引
用
し
た
。
杉
山
は
、
自
分
の
コ
ン
ト
を
支
持
す
る
声
を
、
間
違
い
な
く
聞
き
取
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

筆
に
も
引
用
し
た
。
杉
山
は
、
自
分
の
コ
ン
ト
を
支
持
す
る
声
を
、
間
違
い
な
く
聞
き
取
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
ま
ず
、
杉
山
の
創
作
活
動
を
概
観
す
る
。
次
に
、
見
落
と
さ
れ
て
き
た
コ
ン
ト
の
書
誌
情
報
を
記
す
。
そ
の
上
で
、
杉
山
が
コ
ン
ト
を
書
く
に
い

　

本
論
で
は
、
ま
ず
、
杉
山
の
創
作
活
動
を
概
観
す
る
。
次
に
、
見
落
と
さ
れ
て
き
た
コ
ン
ト
の
書
誌
情
報
を
記
す
。
そ
の
上
で
、
杉
山
が
コ
ン
ト
を
書
く
に
い

た
っ
た
経
緯
や
、
そ
の
創
作
活
動
の
中
で
の
位
相
を
探
る
。
そ
の
後
に
、
代
表
的
と
思
わ
れ
る
作
品
の
仕
組
み
を
分
析
す
る
。
最
後
に
、
詩
と
散
文
お
よ
び
コ
ン

た
っ
た
経
緯
や
、
そ
の
創
作
活
動
の
中
で
の
位
相
を
探
る
。
そ
の
後
に
、
代
表
的
と
思
わ
れ
る
作
品
の
仕
組
み
を
分
析
す
る
。
最
後
に
、
詩
と
散
文
お
よ
び
コ
ン

ト
を
め
ぐ
る
同
時
代
的
な
状
況
を
う
か
が
う
。

ト
を
め
ぐ
る
同
時
代
的
な
状
況
を
う
か
が
う
。

　

こ
の
よ
う
な
考
察
を
通
じ
て
、
杉
山
の
コ
ン
ト
作
品
を
再
評
価
す
る
こ
と
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
ご
く
短
い
小
説
と
散
文
詩
と
エ
ッ
セ
イ
と
の

　

こ
の
よ
う
な
考
察
を
通
じ
て
、
杉
山
の
コ
ン
ト
作
品
を
再
評
価
す
る
こ
と
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
ご
く
短
い
小
説
と
散
文
詩
と
エ
ッ
セ
イ
と
の

交
点
に
位
置
す
る
よ
う
な
、
近
代
日
本
に
お
け
る
コ
ン
ト
と
い
う
表
現
の
特
性
の
一
端
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

交
点
に
位
置
す
る
よ
う
な
、
近
代
日
本
に
お
け
る
コ
ン
ト
と
い
う
表
現
の
特
性
の
一
端
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

二　

杉
山
平
一
の
創
作
活
動

　

こ
こ
で
は
杉
山
平
一
の
創
作
活
動
の
概
略
を
た
ど
る
。
主
に
参
照
す
る
の
は
、『
杉
山
平
一
全
詩
集
』
下
巻
に
収
録
さ
れ
た
、五
〇
頁
以
上
に
お
よ
ぶ
自
筆
の
「
年

　

こ
こ
で
は
杉
山
平
一
の
創
作
活
動
の
概
略
を
た
ど
る
。
主
に
参
照
す
る
の
は
、『
杉
山
平
一
全
詩
集
』
下
巻
に
収
録
さ
れ
た
、五
〇
頁
以
上
に
お
よ
ぶ
自
筆
の
「
年

譜
」
で
あ
る
。

譜
」
で
あ
る
。

　

一
九
一
四
年
生
ま
れ
の
杉
山
は
、一
九
三
四
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科
に
進
学
。
こ
の
年
か
ら
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
に
映
画
批
評
を
、『
四
季
』

　

一
九
一
四
年
生
ま
れ
の
杉
山
は
、一
九
三
四
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科
に
進
学
。
こ
の
年
か
ら
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
に
映
画
批
評
を
、『
四
季
』

（
第
二
次
）
に
詩
を
投
稿
し
始
め
た
。
卒
業
後
は
、
主
婦
の
友
社
他
で
編
集
者
を
し
た
後
、
父
が
創
設
し
た
尼
崎
精
工
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
職
務
の
か
た
わ

（
第
二
次
）
に
詩
を
投
稿
し
始
め
た
。
卒
業
後
は
、
主
婦
の
友
社
他
で
編
集
者
を
し
た
後
、
父
が
創
設
し
た
尼
崎
精
工
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
職
務
の
か
た
わ

ら
、
織
田
作
之
助
ら
文
学
仲
間
と
共
に
、
文
藝
同
人
誌
『
海
風
』
や
『
大
阪
文
学
』
に
詩
を
書
い
た
。
一
九
四
一
年
、
第
二
回
中
原
中
也
賞
に
選
出
さ
れ
る
。
四

ら
、
織
田
作
之
助
ら
文
学
仲
間
と
共
に
、
文
藝
同
人
誌
『
海
風
』
や
『
大
阪
文
学
』
に
詩
を
書
い
た
。
一
九
四
一
年
、
第
二
回
中
原
中
也
賞
に
選
出
さ
れ
る
。
四

三
年
に
第
一
詩
集
『
夜
学
生
』（
第
一
藝
文
社
）
を
刊
行
。
翌
年
、
第
十
回
文
藝
汎
論
賞
を
受
賞
し
た
。
戦
後
は
尼
崎
精
工
の
重
役
、
社
長
を
勤
め
、
倒
産
後
は

三
年
に
第
一
詩
集
『
夜
学
生
』（
第
一
藝
文
社
）
を
刊
行
。
翌
年
、
第
十
回
文
藝
汎
論
賞
を
受
賞
し
た
。
戦
後
は
尼
崎
精
工
の
重
役
、
社
長
を
勤
め
、
倒
産
後
は

帝
塚
山
学
院
短
大
教
授
と
し
て
働
き
つ
つ
、『
文
学
雑
誌
』『
現
代
詩
』『
四
季
』（
第
三
次
、
第
四
次
）
な
ど
の
雑
誌
に
参
加
し
、
創
作
を
継
続
し
た
。

帝
塚
山
学
院
短
大
教
授
と
し
て
働
き
つ
つ
、『
文
学
雑
誌
』『
現
代
詩
』『
四
季
』（
第
三
次
、
第
四
次
）
な
ど
の
雑
誌
に
参
加
し
、
創
作
を
継
続
し
た
。

　
『
夜
学
生
』
以
降
は
、
童
話
集
『
背
た
か
ク
ラ
ブ
』（
国
際
出
版
、
一
九
四
八
）、
短
編
集
『
ミ
ラ
ボ
ー
橋
』（
審
美
社
、
一
九
五
二
）、
詩
集
『
声
を
限
り
に
』（
思

　
『
夜
学
生
』
以
降
は
、
童
話
集
『
背
た
か
ク
ラ
ブ
』（
国
際
出
版
、
一
九
四
八
）、
短
編
集
『
ミ
ラ
ボ
ー
橋
』（
審
美
社
、
一
九
五
二
）、
詩
集
『
声
を
限
り
に
』（
思

潮
社
、
一
九
六
七
）、『
ぜ
ぴ
ゅ
ろ
す
』（
潮
流
社
、
一
九
七
七
）
な
ど
を
刊
行
。
並
行
し
て
、『
映
画
評
論
集
』（
第
一
藝
文
社
、
一
九
四
一
）、『
映
画
芸
術
へ
の

潮
社
、
一
九
六
七
）、『
ぜ
ぴ
ゅ
ろ
す
』（
潮
流
社
、
一
九
七
七
）
な
ど
を
刊
行
。
並
行
し
て
、『
映
画
評
論
集
』（
第
一
藝
文
社
、
一
九
四
一
）、『
映
画
芸
術
へ
の

招
待
』（
講
談
社
、
一
九
七
五
）
な
ど
の
映
画
評
論
、『
詩
の
こ
こ
ろ
・
美
の
か
た
ち
』（
講
談
社
、
一
九
八
〇
）
や
『
現
代
詩
入
門
』（
創
元
社
、
一
九
八
八
）、『
三

招
待
』（
講
談
社
、
一
九
七
五
）
な
ど
の
映
画
評
論
、『
詩
の
こ
こ
ろ
・
美
の
か
た
ち
』（
講
談
社
、
一
九
八
〇
）
や
『
現
代
詩
入
門
』（
創
元
社
、
一
九
八
八
）、『
三
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好
達
治　

風
景
と
音
楽
』（
編
集
工
房
ノ
ア
、
一
九
九
二
）
な
ど
の
詩
論
や
詩
人
論
、『
映
像
の
論
理
・
詩
の
論
理
』（
創
元
社
、
一
九
八
七
）、『
低
く
翔
べ
』（
リ

好
達
治　

風
景
と
音
楽
』（
編
集
工
房
ノ
ア
、
一
九
九
二
）
な
ど
の
詩
論
や
詩
人
論
、『
映
像
の
論
理
・
詩
の
論
理
』（
創
元
社
、
一
九
八
七
）、『
低
く
翔
べ
』（
リ

ク
ル
ー
ト
出
版
、
一
九
八
七
）
な
ど
の
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
た
。
晩
年
に
は
『
杉
山
平
一
全
詩
集
』
上
下
巻
を
ま
と
め
、『
戦
後
関
西
詩
壇
回
想
』（
思
潮
社
、

ク
ル
ー
ト
出
版
、
一
九
八
七
）
な
ど
の
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
た
。
晩
年
に
は
『
杉
山
平
一
全
詩
集
』
上
下
巻
を
ま
と
め
、『
戦
後
関
西
詩
壇
回
想
』（
思
潮
社
、

二
〇
〇
三
）
の
よ
う
な
記
録
を
残
す
と
共
に
、
詩
集
『
希
望
』（
編
集
工
房
ノ
ア
、
二
〇
一
一
）
を
上
梓
す
る
な
ど
、
他
界
す
る
直
前
ま
で
創
作
を
続
け
た
。

二
〇
〇
三
）
の
よ
う
な
記
録
を
残
す
と
共
に
、
詩
集
『
希
望
』（
編
集
工
房
ノ
ア
、
二
〇
一
一
）
を
上
梓
す
る
な
ど
、
他
界
す
る
直
前
ま
で
創
作
を
続
け
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
杉
山
は
約
八
〇
年
間
と
い
う
長
き
に
わ
た
っ
て
執
筆
を
継
続
し
た
。
そ
の
軸
は
詩
と
映
画
評
論
で
あ
る
。
同
時
に
、
特
に
敗
戦
直
後
に
は
、
活

　

こ
の
よ
う
に
、
杉
山
は
約
八
〇
年
間
と
い
う
長
き
に
わ
た
っ
て
執
筆
を
継
続
し
た
。
そ
の
軸
は
詩
と
映
画
評
論
で
あ
る
。
同
時
に
、
特
に
敗
戦
直
後
に
は
、
活

動
の
幅
を
広
げ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
童
話
や
小
説
も
書
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。『
背
た
か
ク
ラ
ブ
』
や
『
ミ
ラ
ボ
ー
橋
』
は
、
文
壇
や
読
書
界
で
広
く
知

動
の
幅
を
広
げ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
童
話
や
小
説
も
書
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。『
背
た
か
ク
ラ
ブ
』
や
『
ミ
ラ
ボ
ー
橋
』
は
、
文
壇
や
読
書
界
で
広
く
知

ら
れ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
後
で
触
れ
る
よ
う
に
、
雑
誌
や
新
聞
の
書
評
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
一
定
の
評
価
は
得
て
い
た
。

ら
れ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
後
で
触
れ
る
よ
う
に
、
雑
誌
や
新
聞
の
書
評
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
一
定
の
評
価
は
得
て
い
た
。

　

し
か
も
、
こ
の
時
期
に
は
探
偵
小
説
に
も
手
を
染
め
て
い
た
。
そ
の
う
ち
『
星
空
』（『
新
探
偵
小
説
』
一
九
四
七
・
四
）
は
鮎
川
哲
也
・
島
田
荘
司
責
任
編
集

　

し
か
も
、
こ
の
時
期
に
は
探
偵
小
説
に
も
手
を
染
め
て
い
た
。
そ
の
う
ち
『
星
空
』（『
新
探
偵
小
説
』
一
九
四
七
・
四
）
は
鮎
川
哲
也
・
島
田
荘
司
責
任
編
集

『
密
室
遊
戯
』（
立
風
書
房
、
一
九
九
二
）
に
、『
赤
い
ネ
ク
タ
イ
』（『
新
探
偵
小
説
』
一
九
四
七
・
七
）
は
渡
辺
剣
次
編
『

『
密
室
遊
戯
』（
立
風
書
房
、
一
九
九
二
）
に
、『
赤
い
ネ
ク
タ
イ
』（『
新
探
偵
小
説
』
一
九
四
七
・
七
）
は
渡
辺
剣
次
編
『
1313
の
密
室　

続
』（
講
談
社
、
一
九
七
六
）

の
密
室　

続
』（
講
談
社
、
一
九
七
六
）

お
よ
び
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
資
料
館
編
『「
Ｘ
」
傑
作
選
』（
光
文
社
、
二
〇
〇
二
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
数
十
年
後
に
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
採
ら
れ
た

お
よ
び
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
資
料
館
編
『「
Ｘ
」
傑
作
選
』（
光
文
社
、
二
〇
〇
二
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
数
十
年
後
に
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
採
ら
れ
た

こ
と
は
、
杉
山
の
散
文
作
品
が
、
単
な
る
余
技
の
水
準
を
越
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
と
は
、
杉
山
の
散
文
作
品
が
、
単
な
る
余
技
の
水
準
を
越
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

生
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
杉
山
平
一
全
詩
集
』
上
巻
に
は
詩
が
、
下
巻
に
は
童
話
や
小
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
上
巻
に
は
、
戦
時
下
に
書
い
た
戦
争
詩
も
残
ら

　

生
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
杉
山
平
一
全
詩
集
』
上
巻
に
は
詩
が
、
下
巻
に
は
童
話
や
小
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
上
巻
に
は
、
戦
時
下
に
書
い
た
戦
争
詩
も
残
ら

ず
収
録
す
る
な
ど
、
す
べ
て
の
作
品
を
網
羅
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
下
巻
は
、
そ
こ
ま
で
徹
底
し
て
網
羅
し
よ
う
と
は
さ
れ
て
い
な

ず
収
録
す
る
な
ど
、
す
べ
て
の
作
品
を
網
羅
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
下
巻
は
、
そ
こ
ま
で
徹
底
し
て
網
羅
し
よ
う
と
は
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
結
果
、
洩
れ
て
し
ま
っ
た
作
品
が
あ
る
。
そ
の
な
か
に
多
く
の
コ
ン
ト
が
あ
る
。

い
。
そ
の
結
果
、
洩
れ
て
し
ま
っ
た
作
品
が
あ
る
。
そ
の
な
か
に
多
く
の
コ
ン
ト
が
あ
る
。

　

で
は
、
杉
山
は
い
つ
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
コ
ン
ト
を
書
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、
杉
山
は
い
つ
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
コ
ン
ト
を
書
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

三　

一
九
五
〇
年
前
後
の
創
作
活
動

三
・
一
　
杉
山
が
発
表
し
た
コ
ン
ト

　

現
段
階
で
、
杉
山
の
コ
ン
ト
は
九
つ
見
つ
か
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
生
前
の
単
行
本
に
未
収
録
で
あ

　

現
段
階
で
、
杉
山
の
コ
ン
ト
は
九
つ
見
つ
か
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
生
前
の
単
行
本
に
未
収
録
で
あ
るる（１
）

（
１
）。。

日
曜
コ
ン
ト　

水　
　
　
　
　
　
　
『
毎
日
新
聞
』
大
阪
版
一
面　

一
九
四
七
年
二
月
一
六
日

日
曜
コ
ン
ト　

水　
　
　
　
　
　
　
『
毎
日
新
聞
』
大
阪
版
一
面　

一
九
四
七
年
二
月
一
六
日
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探
偵
コ
ン
ト　

夜
番　
　
　
　
　
　
『

探
偵
コ
ン
ト　

夜
番　
　
　
　
　
　
『K

.O
.K

K
.O

.K

』　　
　
　
　
　
　
　

一
九
四
七
年
五
月

』　　
　
　
　
　
　
　

一
九
四
七
年
五
月

原
子
小
説　

軌
道　
　
　
　
　
　
　
『
中
京
新
聞
』
一
面　
　
　
　

一
九
四
七
年
一
一
月
二
四
日

原
子
小
説　

軌
道　
　
　
　
　
　
　
『
中
京
新
聞
』
一
面　
　
　
　

一
九
四
七
年
一
一
月
二
四
日

日
日
コ
ン
ト　

切
符
拝
見　
　
　
　
『
大
阪
日
日
新
聞
』
二
面　
　

一
九
四
八
年
九
月
二
〇
日

日
日
コ
ン
ト　

切
符
拝
見　
　
　
　
『
大
阪
日
日
新
聞
』
二
面　
　

一
九
四
八
年
九
月
二
〇
日

は
な
し
の
お
と
し
だ
ま　

鏡
餅　
　
『
夕
刊
毎
日
新
聞
』
四
面　
　

一
九
四
九
年
一
二
月
三
一
日

は
な
し
の
お
と
し
だ
ま　

鏡
餅　
　
『
夕
刊
毎
日
新
聞
』
四
面　
　

一
九
四
九
年
一
二
月
三
一
日

四
百
字
小
説　
「
枠
」　　
　
　
　
　
『
都
新
聞
』
一
面　
　
　
　
　

一
九
五
〇
年
一
月
九
日　

四
百
字
小
説　
「
枠
」　　
　
　
　
　
『
都
新
聞
』
一
面　
　
　
　
　

一
九
五
〇
年
一
月
九
日　

一
分
間
コ
ン
ト　

お
菓
子　
　
　
　
『
大
阪
日
日
新
聞
』
二
面　
　

一
九
五
〇
年
三
月
二
〇
日

一
分
間
コ
ン
ト　

お
菓
子　
　
　
　
『
大
阪
日
日
新
聞
』
二
面　
　

一
九
五
〇
年
三
月
二
〇
日

コ
ン
ト　

日
曜
日　
　
　
　
　
　
　
『
朝
日
新
聞
』
大
阪
版
四
面　

一
九
五
一
年
四
月
二
二
日

コ
ン
ト　

日
曜
日　
　
　
　
　
　
　
『
朝
日
新
聞
』
大
阪
版
四
面　

一
九
五
一
年
四
月
二
二
日

コ
ン
ト　

初
旅　
　
　
　
　
　
　
　
『
大
阪
日
日
新
聞
』
二
面　
　

一
九
五
二
年
一
月
八
日　

コ
ン
ト　

初
旅　
　
　
　
　
　
　
　
『
大
阪
日
日
新
聞
』
二
面　
　

一
九
五
二
年
一
月
八
日　

　
『
　
『K

.O
.K

K
.O

.K

』
は
京
阪
神
で
読
ま
れ
て
い
た
雑
誌
。『
大
阪
日
日
新
聞
』
は
大
阪
で
、『
都
新
聞
』
は
京
都
で
、『
中
京
新
聞
』
は
名
古
屋
で
発
行
さ
れ
て
い
た
夕
刊

』
は
京
阪
神
で
読
ま
れ
て
い
た
雑
誌
。『
大
阪
日
日
新
聞
』
は
大
阪
で
、『
都
新
聞
』
は
京
都
で
、『
中
京
新
聞
』
は
名
古
屋
で
発
行
さ
れ
て
い
た
夕
刊

新
興
紙
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
杉
山
は
敗
戦
直
後
の
約
六
年
間
に
、
全
国
紙
の
大
阪
版
や
関
西
の
新
興
紙
・
雑
誌
に
コ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ

新
興
紙
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
杉
山
は
敗
戦
直
後
の
約
六
年
間
に
、
全
国
紙
の
大
阪
版
や
関
西
の
新
興
紙
・
雑
誌
に
コ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
、
短
い
も
の
は
四
〇
〇
字
、
長
い
も
の
で
も
二
〇
〇
〇
字
程
度
に
収
ま
る
、
ご
く
短
い
小
説
で
あ
っ
た
。

も
、
短
い
も
の
は
四
〇
〇
字
、
長
い
も
の
で
も
二
〇
〇
〇
字
程
度
に
収
ま
る
、
ご
く
短
い
小
説
で
あ
っ
た
。

　

い
ま
判
明
し
て
い
る
限
り
で
は
、
杉
山
の
戦
後
の
創
作
は
、
一
九
四
六
年
六
月
に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
五
二
年
一
月
ま
で
の
間
に
、
六
四
編
の
詩
・
小

　

い
ま
判
明
し
て
い
る
限
り
で
は
、
杉
山
の
戦
後
の
創
作
は
、
一
九
四
六
年
六
月
に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
五
二
年
一
月
ま
で
の
間
に
、
六
四
編
の
詩
・
小

説
・
童
話
・
コ
ン
ト
な
ど
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
内
の
九
編
と
い
う
の
は
、
少
な
く
な
い
数
だ
と
言
え
よ
う
。

説
・
童
話
・
コ
ン
ト
な
ど
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
内
の
九
編
と
い
う
の
は
、
少
な
く
な
い
数
だ
と
言
え
よ
う
。

　

コ
ン
ト
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

コ
ン
ト
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
『
水
』
は
、
戦
場
で
ひ
ど
く
渇
い
た
後
よ
う
や
く
水
を
得
た
兵
士
が
、
故
郷
の
神
社
の
夢
を
見
た
お
か
げ
だ
と
手
紙
に
軽
い
気
持
ち
で
嘘
を
書
い
た
。
復
員
す

　
『
水
』
は
、
戦
場
で
ひ
ど
く
渇
い
た
後
よ
う
や
く
水
を
得
た
兵
士
が
、
故
郷
の
神
社
の
夢
を
見
た
お
か
げ
だ
と
手
紙
に
軽
い
気
持
ち
で
嘘
を
書
い
た
。
復
員
す

る
と
、
そ
の
嘘
が
伝
説
と
な
り
、
神
社
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
の
を
知
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

る
と
、
そ
の
嘘
が
伝
説
と
な
り
、
神
社
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
の
を
知
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
『
夜
番
』
は
、
元
通
信
兵
の
男
が
、
深
夜
に
響
く
夜
番
の
拍
子
木
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
ら
し
き
も
の
を
聞
き
取
っ
た
。
そ
れ
は
強
盗
に
連
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
夜

　
『
夜
番
』
は
、
元
通
信
兵
の
男
が
、
深
夜
に
響
く
夜
番
の
拍
子
木
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
ら
し
き
も
の
を
聞
き
取
っ
た
。
そ
れ
は
強
盗
に
連
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
夜

番
が
、
拍
子
木
で
危
機
を
告
げ
る
モ
ー
ル
ス
信
号
を
打
っ
て
い
た
の
で
、
無
事
に
逮
捕
に
い
た
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

番
が
、
拍
子
木
で
危
機
を
告
げ
る
モ
ー
ル
ス
信
号
を
打
っ
て
い
た
の
で
、
無
事
に
逮
捕
に
い
た
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
『
切
符
拝
見
』
は
、
混
み
合
っ
た
電
車
の
中
で
、
語
り
手
た
ち
が
車
掌
に
切
符
を
確
認
さ
れ
た
。
直
後
に
、
今
の
車
掌
は
偽
者
だ
と
い
う
声
が
あ
が
る
。
そ
こ

　
『
切
符
拝
見
』
は
、
混
み
合
っ
た
電
車
の
中
で
、
語
り
手
た
ち
が
車
掌
に
切
符
を
確
認
さ
れ
た
。
直
後
に
、
今
の
車
掌
は
偽
者
だ
と
い
う
声
が
あ
が
る
。
そ
こ

に
来
た
別
の
車
掌
に
人
々
が
殺
到
す
る
。
車
掌
は
聞
き
取
り
を
し
て
立
ち
去
る
。
実
は
、
後
の
車
掌
の
方
が
偽
者
で
、
あ
わ
て
ふ
た
め
く
人
々
の
隙
を
突
い
て
、

に
来
た
別
の
車
掌
に
人
々
が
殺
到
す
る
。
車
掌
は
聞
き
取
り
を
し
て
立
ち
去
る
。
実
は
、
後
の
車
掌
の
方
が
偽
者
で
、
あ
わ
て
ふ
た
め
く
人
々
の
隙
を
突
い
て
、
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仲
間
と
掏
摸
を
働
い
て
い
た
の
だ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

仲
間
と
掏
摸
を
働
い
て
い
た
の
だ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
『
鏡
餅
』
は
、
隣
家
の
貧
し
い
家
族
の
足
音
を
聞
き
つ
け
る
語
り
手
が
、
そ
の
異
変
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
小
さ
な
幸
福
を
知
る
話
で
あ
る
。

　
『
鏡
餅
』
は
、
隣
家
の
貧
し
い
家
族
の
足
音
を
聞
き
つ
け
る
語
り
手
が
、
そ
の
異
変
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
小
さ
な
幸
福
を
知
る
話
で
あ
る
。

　
『「
枠
」』
は
、
語
り
手
が
古
道
具
屋
で
、
額
入
り
の
天
皇
の
写
真
が
売
ら
れ
て
い
る
の
に
心
を
痛
め
る
話
で
あ
る
。
や
が
て
額
だ
け
が
売
れ
、
写
真
は
放
置
さ

　
『「
枠
」』
は
、
語
り
手
が
古
道
具
屋
で
、
額
入
り
の
天
皇
の
写
真
が
売
ら
れ
て
い
る
の
に
心
を
痛
め
る
話
で
あ
る
。
や
が
て
額
だ
け
が
売
れ
、
写
真
は
放
置
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
語
り
手
は
疑
念
を
覚
え
、
も
ら
っ
て
帰
る
。

れ
て
い
た
こ
と
に
語
り
手
は
疑
念
を
覚
え
、
も
ら
っ
て
帰
る
。

　
『
日
曜
日
』
は
、
語
り
手
が
学
生
時
代
、
日
曜
日
に
裏
山
で
、
あ
る
兵
隊
と
女
工
が
む
つ
ま
じ
く
し
て
い
る
さ
ま
を
何
度
も
見
か
け
た
も
の
の
、
戦
争
が
始
ま

　
『
日
曜
日
』
は
、
語
り
手
が
学
生
時
代
、
日
曜
日
に
裏
山
で
、
あ
る
兵
隊
と
女
工
が
む
つ
ま
じ
く
し
て
い
る
さ
ま
を
何
度
も
見
か
け
た
も
の
の
、
戦
争
が
始
ま

る
と
共
に
見
か
け
な
く
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
話
で
あ
る
。

る
と
共
に
見
か
け
な
く
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
話
で
あ
る
。

　
『
初
旅
』
は
、
商
売
上
の
負
債
を
抱
え
て
逃
げ
て
い
た
斎
藤
と
い
う
男
が
、
年
が
明
け
た
直
後
、
米
原
駅
で
す
れ
ち
が
う
列
車
の
中
に
、
債
権
者
の
一
人
の
姿

　
『
初
旅
』
は
、
商
売
上
の
負
債
を
抱
え
て
逃
げ
て
い
た
斎
藤
と
い
う
男
が
、
年
が
明
け
た
直
後
、
米
原
駅
で
す
れ
ち
が
う
列
車
の
中
に
、
債
権
者
の
一
人
の
姿

を
見
出
し
て
焦
る
も
の
の
、
そ
の
男
に
明
る
く
励
ま
さ
れ
て
、
元
気
を
取
り
戻
す
話
で
あ
る
。

を
見
出
し
て
焦
る
も
の
の
、
そ
の
男
に
明
る
く
励
ま
さ
れ
て
、
元
気
を
取
り
戻
す
話
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
探
偵
小
説
の
よ
う
な
凝
っ
た
展
開
の
作
品
も
あ
れ
ば
、
随
筆
の
よ
う
な
作
品
も
あ
る
。
杉
山
が
さ
ま
ざ
ま
な
型
の
コ
ン
ト
を
試
み
た
こ
と
が
わ

　

こ
の
よ
う
に
、
探
偵
小
説
の
よ
う
な
凝
っ
た
展
開
の
作
品
も
あ
れ
ば
、
随
筆
の
よ
う
な
作
品
も
あ
る
。
杉
山
が
さ
ま
ざ
ま
な
型
の
コ
ン
ト
を
試
み
た
こ
と
が
わ

か
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
以
外
の
『
軌
道
』
と
『
お
菓
子
』
に
つ
い
て
は
、
四
章
で
く
わ
し
く
取
り
あ
げ
た
い
。

か
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
以
外
の
『
軌
道
』
と
『
お
菓
子
』
に
つ
い
て
は
、
四
章
で
く
わ
し
く
取
り
あ
げ
た
い
。

　
三
・
二
　
コ
ン
ト
執
筆
の
背
景

　

な
ぜ
杉
山
は
コ
ン
ト
を
書
き
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
当
時
、
詩
人
が
コ
ン
ト
を
書
く
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
杉
山
が
戦
前
戦
中
に
作
っ

　

な
ぜ
杉
山
は
コ
ン
ト
を
書
き
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
当
時
、
詩
人
が
コ
ン
ト
を
書
く
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
杉
山
が
戦
前
戦
中
に
作
っ

た
散
文
詩
の
中
に
も
、
コ
ン
ト
と
呼
べ
そ
う
な
作
品
が
あ
る
。
た
と
え
ば
『
窓
』（『
四
季
』
一
九
四
三
・
五
）
で
あ
る
。
語
り
手
が
通
り
が
か
っ
た
「
古
ぼ
け
た

た
散
文
詩
の
中
に
も
、
コ
ン
ト
と
呼
べ
そ
う
な
作
品
が
あ
る
。
た
と
え
ば
『
窓
』（『
四
季
』
一
九
四
三
・
五
）
で
あ
る
。
語
り
手
が
通
り
が
か
っ
た
「
古
ぼ
け
た

侘
し
い
ア
パ
ー
ト
の
一
つ
の
窓
」
を
通
し
て
、
そ
の
家
の
母
子
の
姿
や
声
に
感
じ
入
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
約
四
〇
〇
字
の
散
文
詩
は
、
先
に
触
れ
た
『
鏡
餅
』

侘
し
い
ア
パ
ー
ト
の
一
つ
の
窓
」
を
通
し
て
、
そ
の
家
の
母
子
の
姿
や
声
に
感
じ
入
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
約
四
〇
〇
字
の
散
文
詩
は
、
先
に
触
れ
た
『
鏡
餅
』

と
似
た
モ
チ
ー
フ
を
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
窓
』
を
は
じ
め
、
戦
前
戦
中
の
杉
山
の
創
作
は
、
あ
く
ま
で
詩
と
し
て
発
表
さ
れ
て
お
り
、
コ
ン
ト
と
い
う
枠

と
似
た
モ
チ
ー
フ
を
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
窓
』
を
は
じ
め
、
戦
前
戦
中
の
杉
山
の
創
作
は
、
あ
く
ま
で
詩
と
し
て
発
表
さ
れ
て
お
り
、
コ
ン
ト
と
い
う
枠

組
み
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

組
み
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

杉
山
が
戦
後
に
コ
ン
ト
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
は
、織
田
作
之
助
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
織
田
文
庫
に
は
、

　

杉
山
が
戦
後
に
コ
ン
ト
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
は
、織
田
作
之
助
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
織
田
文
庫
に
は
、

杉
山
か
ら
作
之
助
に
宛
て
た
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
四
日
付
の
書
簡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

杉
山
か
ら
作
之
助
に
宛
て
た
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
四
日
付
の
書
簡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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ケ
シ
粒
小
説
一
篇
同
封
。
し
か
し
こ
れ
は
内
容
よ
り
ネ
ー
ム
バ
リ
ウ
で
値
打
が
あ
る
の
で
、
小
生　

で
は
い
か
ん
の
で
な
い
か
。
機
会
が
あ
る
の
な
ら
い
ゝ

ケ
シ
粒
小
説
一
篇
同
封
。
し
か
し
こ
れ
は
内
容
よ
り
ネ
ー
ム
バ
リ
ウ
で
値
打
が
あ
る
の
で
、
小
生　

で
は
い
か
ん
の
で
な
い
か
。
機
会
が
あ
る
の
な
ら
い
ゝ

け
れ
ど
、
無
理
に
は
、
僕
も
気
ぐ
る
し
い
で
す
。

け
れ
ど
、
無
理
に
は
、
僕
も
気
ぐ
る
し
い
で
す
。

　
「
ケ
シ
粒
小
説
」
と
は
、
一
九
四
六
年
六
月
か
ら
四
七
年
二
月
に
か
け
て
『
朝
日
新
聞
』
大
阪
本
社
版
に
掲
載
さ
れ
た
掌
編
文
学
シ
リ
ー
ズ
を
指

　
「
ケ
シ
粒
小
説
」
と
は
、
一
九
四
六
年
六
月
か
ら
四
七
年
二
月
に
か
け
て
『
朝
日
新
聞
』
大
阪
本
社
版
に
掲
載
さ
れ
た
掌
編
文
学
シ
リ
ー
ズ
を
指
すす（２
）

（
２
）。

作
之
助

。
作
之
助

は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
、
す
で
に
作
品
を
二
つ
発
表
し
て
い
た
。
そ
こ
に
友
人
の
作
品
も
並
べ
よ
う
と
働
き
か
け
た
の
だ
と
推
察
さ
れ

は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
、
す
で
に
作
品
を
二
つ
発
表
し
て
い
た
。
そ
こ
に
友
人
の
作
品
も
並
べ
よ
う
と
働
き
か
け
た
の
だ
と
推
察
さ
れ
るる（３
）

（
３
）。。

　

た
だ
、
実
際
に
杉
山
の
作
品
が
載
っ
た
形
跡
は
な
い
。
掲
載
に
い
た
ら
な
か
っ
た
の
は
、
杉
山
が
触
れ
た
通
り
、
知
名
度
が
重
視
さ
れ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
、
実
際
に
杉
山
の
作
品
が
載
っ
た
形
跡
は
な
い
。
掲
載
に
い
た
ら
な
か
っ
た
の
は
、
杉
山
が
触
れ
た
通
り
、
知
名
度
が
重
視
さ
れ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

と
は
い
え
、
小
説
家
の
友
人
か
ら
慫
慂
さ
れ
た
結
果
、
コ
ン
ト
と
い
う
表
現
手
法
を
視
野
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
小
説
家
の
友
人
か
ら
慫
慂
さ
れ
た
結
果
、
コ
ン
ト
と
い
う
表
現
手
法
を
視
野
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
毎
日
新
聞
』
大
阪
本
社
版
の
「
日
曜
コ
ン
ト
」
や
『
中
京
新
聞
』
の
「
原
子
小
説
」
に
は
、
杉
山
の
他
に
も
、
藤
澤
桓
夫
を
中
心
と
し
た
同
人
誌
『
文

　

ま
た
、『
毎
日
新
聞
』
大
阪
本
社
版
の
「
日
曜
コ
ン
ト
」
や
『
中
京
新
聞
』
の
「
原
子
小
説
」
に
は
、
杉
山
の
他
に
も
、
藤
澤
桓
夫
を
中
心
と
し
た
同
人
誌
『
文

学
雑
誌
』
の
面
々
が
し
ば
し
ば
執
筆
し
て
い

学
雑
誌
』
の
面
々
が
し
ば
し
ば
執
筆
し
て
い
るる（４
）

（
４
）。

コ
ン
ト
執
筆
の
機
会
を
、
藤
澤
と
そ
の
周
辺
を
通
じ
て
得
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

。
コ
ン
ト
執
筆
の
機
会
を
、
藤
澤
と
そ
の
周
辺
を
通
じ
て
得
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
コ
ン
ト
を
書
く
き
っ
か
け
は
、
関
西
在
住
の
小
説
家
の
人
脈
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
め
ぐ
っ
て
き
た
機
会
を
捉
え
て
実
際

　

す
な
わ
ち
、
コ
ン
ト
を
書
く
き
っ
か
け
は
、
関
西
在
住
の
小
説
家
の
人
脈
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
め
ぐ
っ
て
き
た
機
会
を
捉
え
て
実
際

に
作
品
を
書
い
た
こ
と
に
は
、
杉
山
の
内
発
的
な
動
機
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

に
作
品
を
書
い
た
こ
と
に
は
、
杉
山
の
内
発
的
な
動
機
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

当
時
の
杉
山
は
、
創
作
者
と
し
て
表
現
手
段
に
迷
っ
て
い
た
。
そ
の
迷
い
は
、
一
九
五
二
年
に
杉
山
が
出
版
し
た
短
編
集
『
ミ
ラ
ボ
ー
橋
』
の
「
あ
と
が
き
」

　

当
時
の
杉
山
は
、
創
作
者
と
し
て
表
現
手
段
に
迷
っ
て
い
た
。
そ
の
迷
い
は
、
一
九
五
二
年
に
杉
山
が
出
版
し
た
短
編
集
『
ミ
ラ
ボ
ー
橋
』
の
「
あ
と
が
き
」

で
明
か
さ
れ
て
い
る
。

で
明
か
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
が
、
厳
密
な
意
味
で
小
説
と
呼
ば
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
は
、
私
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
私
は
詩
を
書
い
て
ゐ
た
が
、
詩
集
「
夜
学
生
」
を
出
し

　

こ
れ
ら
が
、
厳
密
な
意
味
で
小
説
と
呼
ば
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
は
、
私
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
私
は
詩
を
書
い
て
ゐ
た
が
、
詩
集
「
夜
学
生
」
を
出
し

た
あ
と
、
詩
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
へ
る
に
つ
れ
、
私
は
詩
を
つ
く
る
た
め
に
は
自
ら
を
ひ
ど
く
ゆ
が
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
次
第
に
く
る
し
く
な

た
あ
と
、
詩
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
へ
る
に
つ
れ
、
私
は
詩
を
つ
く
る
た
め
に
は
自
ら
を
ひ
ど
く
ゆ
が
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
次
第
に
く
る
し
く
な

つ
て
き
た
。
そ
し
て
自
分
が
最
も
素
直
に
自
分
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
数
々
の
散
文
を
試
み
て
み
た
。
だ
が
更
に
こ
れ
を
小
説
に
す
る
た
め
に
は
、
や
は

つ
て
き
た
。
そ
し
て
自
分
が
最
も
素
直
に
自
分
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
数
々
の
散
文
を
試
み
て
み
た
。
だ
が
更
に
こ
れ
を
小
説
に
す
る
た
め
に
は
、
や
は

り
ま
た
姿
勢
を
ま
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
を
感
ず
る
。
そ
の
た
め
に
敢
え
て
小
説
ら
し
さ
を
も
私
は
捨
て
た
。（
中
略
）
そ
れ
で
も
「
ミ
ラ
ボ
ー
橋
」
の

り
ま
た
姿
勢
を
ま
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
を
感
ず
る
。
そ
の
た
め
に
敢
え
て
小
説
ら
し
さ
を
も
私
は
捨
て
た
。（
中
略
）
そ
れ
で
も
「
ミ
ラ
ボ
ー
橋
」
の

ご
と
き
は
、
発
表
し
た
雑
誌
で
は
詩
と
し
て
取
扱
は
れ
た
。「
星
空
」
は
探
偵
小
説
と
し
て
取
扱
は
れ
、
私
も
ま
た
そ
れ
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
自
分
の

ご
と
き
は
、
発
表
し
た
雑
誌
で
は
詩
と
し
て
取
扱
は
れ
た
。「
星
空
」
は
探
偵
小
説
と
し
て
取
扱
は
れ
、
私
も
ま
た
そ
れ
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
自
分
の

好
み
を
そ
の
ま
ま
出
し
て
ゐ
る
の
で
、
自
分
の
も
の
と
し
て
集
録
し
た
。

好
み
を
そ
の
ま
ま
出
し
て
ゐ
る
の
で
、
自
分
の
も
の
と
し
て
集
録
し
た
。

　

こ
の
本
が
詩
集
で
あ
る
か
、
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
か
、
小
説
集
で
あ
る
か
を
私
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
。
た
だ
私
の
独
自
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
心

　

こ
の
本
が
詩
集
で
あ
る
か
、
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
か
、
小
説
集
で
あ
る
か
を
私
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
。
た
だ
私
の
独
自
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
心
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配
し
て
ゐ
る
。

配
し
て
ゐ
る
。

　

詩
に
限
界
を
感
じ
、
散
文
を
試
み
た
。
し
か
し
小
説
も
苦
し
い
。
つ
い
に
は
気
に
し
な
い
こ
と
に
し
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

　

詩
に
限
界
を
感
じ
、
散
文
を
試
み
た
。
し
か
し
小
説
も
苦
し
い
。
つ
い
に
は
気
に
し
な
い
こ
と
に
し
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
るる（５
）

（
５
）。。

　

杉
山
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
詩
を
書
き
続
け
た
。
し
か
し
第
一
詩
集
『
夜
学
生
』
が
出
た
の
は
一
九
四
三
年
で
、
第
二
詩
集
『
声
を
限

　

杉
山
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
詩
を
書
き
続
け
た
。
し
か
し
第
一
詩
集
『
夜
学
生
』
が
出
た
の
は
一
九
四
三
年
で
、
第
二
詩
集
『
声
を
限

り
に
』
が
出
た
の
は
一
九
六
七
年
で
あ
る
。
第
三
詩
集
、
第
四
詩
集
が
約
一
〇
年
お
き
に
出
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
第
一
詩
集
と
第
二
詩
集
と
の
間
に

り
に
』
が
出
た
の
は
一
九
六
七
年
で
あ
る
。
第
三
詩
集
、
第
四
詩
集
が
約
一
〇
年
お
き
に
出
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
第
一
詩
集
と
第
二
詩
集
と
の
間
に

二
〇
年
を
超
え
る
長
い
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
こ
と
は
目
立
つ
。
な
る
ほ
ど
、
そ
の
空
白
に
は
、『
四
季
』
を
起
点
と
し
て
生
ま
れ
た
杉
山
の
叙
情
的
な
詩
が
、
戦
後

二
〇
年
を
超
え
る
長
い
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
こ
と
は
目
立
つ
。
な
る
ほ
ど
、
そ
の
空
白
に
は
、『
四
季
』
を
起
点
と
し
て
生
ま
れ
た
杉
山
の
叙
情
的
な
詩
が
、
戦
後

の
詩
壇
の
主
た
る
潮
流
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
作
用
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
杉
山
が
自
分
に
適
し
た
表
現
手
段
に
迷
っ
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

の
詩
壇
の
主
た
る
潮
流
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
作
用
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
杉
山
が
自
分
に
適
し
た
表
現
手
段
に
迷
っ
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

杉
山
が
コ
ン
ト
を
発
表
し
た
期
間
は
長
く
な
い
。『
夜
学
生
』
と
『
ミ
ラ
ボ
ー
橋
』
と
の
間
に
収
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
杉
山
に
と
っ
て
コ
ン
ト
は
、
詩
と
エ
ッ

　

杉
山
が
コ
ン
ト
を
発
表
し
た
期
間
は
長
く
な
い
。『
夜
学
生
』
と
『
ミ
ラ
ボ
ー
橋
』
と
の
間
に
収
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
杉
山
に
と
っ
て
コ
ン
ト
は
、
詩
と
エ
ッ

セ
イ
と
小
説
と
の
区
別
を
「
あ
ま
り
気
に
し
な
い
」
こ
と
に
す
る
ま
で
の
過
程
で
表
現
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

セ
イ
と
小
説
と
の
区
別
を
「
あ
ま
り
気
に
し
な
い
」
こ
と
に
す
る
ま
で
の
過
程
で
表
現
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、「
あ
ま
り
気
に
し
な
い
」
と
い
う
言
い
回
し
か
ら
は
、
い
ま
だ
に
こ
だ
わ
り
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。
こ
の
点
は
先
行
研
究
で
も
指

　

も
っ
と
も
、「
あ
ま
り
気
に
し
な
い
」
と
い
う
言
い
回
し
か
ら
は
、
い
ま
だ
に
こ
だ
わ
り
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。
こ
の
点
は
先
行
研
究
で
も
指

摘
が
あ
る
。
國
中
治
「『
四
季
』
の
最
後
の
詩
人
（
二
）
―
杉
山
平
一
の
詩
と
小
説
―
」
で
は
、「
表
紙
に
〈
小
説
集
〉
と
明
記
さ
れ
て
出
版
さ
れ
た
『
ミ
ラ
ボ
ー

摘
が
あ
る
。
國
中
治
「『
四
季
』
の
最
後
の
詩
人
（
二
）
―
杉
山
平
一
の
詩
と
小
説
―
」
で
は
、「
表
紙
に
〈
小
説
集
〉
と
明
記
さ
れ
て
出
版
さ
れ
た
『
ミ
ラ
ボ
ー

橋
』
が
後
に
〈
散
文
詩
的
小
説
〉（
全
詩
集
収
録
の
「
自
筆
年
譜
」
に
よ
る
）
と
名
称
変
更
し
、
小
説
と
し
て
書
か
れ
た
作
品
群
が
〈
自
伝
的
エ
ッ
セ
イ
集
〉
の

橋
』
が
後
に
〈
散
文
詩
的
小
説
〉（
全
詩
集
収
録
の
「
自
筆
年
譜
」
に
よ
る
）
と
名
称
変
更
し
、
小
説
と
し
て
書
か
れ
た
作
品
群
が
〈
自
伝
的
エ
ッ
セ
イ
集
〉
の

名
の
下
に
一
本
に
編
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
や
は
り
杉
山
平
一
が
抱
懐
す
る
混
迷
の
深
さ
に
端
を
発
し
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ

名
の
下
に
一
本
に
編
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
や
は
り
杉
山
平
一
が
抱
懐
す
る
混
迷
の
深
さ
に
端
を
発
し
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
一
九
八
九
年
に
出
版
さ
れ
た
短
篇
集
『
わ
が
敗
走
』
に
お
い
て
も
、
ジ
ャ
ン
ル
の
区
分
は
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

て
い
る
。
一
九
八
九
年
に
出
版
さ
れ
た
短
篇
集
『
わ
が
敗
走
』
に
お
い
て
も
、
ジ
ャ
ン
ル
の
区
分
は
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
『
ミ
ラ
ボ
ー
橋
』
の
よ
う
な
作
品
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。
そ
の
こ
と
は
同
時
代
の
書
評
で
も
迷
わ
れ
て
い
た
。
無
署
名
「
書
評　

杉
山
平
一
著
「
ミ

　
『
ミ
ラ
ボ
ー
橋
』
の
よ
う
な
作
品
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。
そ
の
こ
と
は
同
時
代
の
書
評
で
も
迷
わ
れ
て
い
た
。
無
署
名
「
書
評　

杉
山
平
一
著
「
ミ

ラ
ボ
ー
橋
」」（『
映
画
文
化
』
一
九
五
二
・
一
〇
）
で
は
「
秀
れ
た
散
文
集
」「
そ
れ
ぞ
れ
に
感
銘
を
あ
た
え
る
」
と
さ
れ
な
が
ら
「
こ
の
書
の
文
章
は
小
説
に
近

ラ
ボ
ー
橋
」」（『
映
画
文
化
』
一
九
五
二
・
一
〇
）
で
は
「
秀
れ
た
散
文
集
」「
そ
れ
ぞ
れ
に
感
銘
を
あ
た
え
る
」
と
さ
れ
な
が
ら
「
こ
の
書
の
文
章
は
小
説
に
近

い
が
、
し
か
し
小
説
と
も
い
い
き
れ
な
い
」
と
断
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
小
説
と
し
て
は
、
余
り
に
エ
ツ
セ
イ
を
ふ
く
ん
で
い
る
し
、
エ
ツ
セ
イ
と
し
て
は
あ
ま
り

い
が
、
し
か
し
小
説
と
も
い
い
き
れ
な
い
」
と
断
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
小
説
と
し
て
は
、
余
り
に
エ
ツ
セ
イ
を
ふ
く
ん
で
い
る
し
、
エ
ツ
セ
イ
と
し
て
は
あ
ま
り

に
詩
的
だ
か
ら
で
あ
る
」。
ま
た
、
無
署
名
「
新
刊　

杉
山
平
一
小
説
集
「
ミ
ラ
ボ
ー
橋
」」（『
新
大
阪
』
一
九
五
二
・
一
〇
・
一
八
、
二
面
）
で
も
、
次
の
よ
う

に
詩
的
だ
か
ら
で
あ
る
」。
ま
た
、
無
署
名
「
新
刊　

杉
山
平
一
小
説
集
「
ミ
ラ
ボ
ー
橋
」」（『
新
大
阪
』
一
九
五
二
・
一
〇
・
一
八
、
二
面
）
で
も
、
次
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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筆
者
が
小
説
と
し
て
、
ま
た
は
探
偵
小
説
と
し
て
、
あ
る
い
は
散
文
詩
と
し
て
過
去
数
年
雑
誌
に
発
表
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
の
だ
が
、
こ
う
し
て
一
本

　

筆
者
が
小
説
と
し
て
、
ま
た
は
探
偵
小
説
と
し
て
、
あ
る
い
は
散
文
詩
と
し
て
過
去
数
年
雑
誌
に
発
表
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
の
だ
が
、
こ
う
し
て
一
本

に
な
つ
た
の
を
通
読
す
る
と
実
に
お
も
し
ろ
い
、
詩
人
と
し
て
の
鋭
敏
な
神
経
と
科
学
者
の
よ
う
な
精
密
な
論
理
と
鉱
物
質
的
な
文
体
は
う
ま
く
調
和
し
て

に
な
つ
た
の
を
通
読
す
る
と
実
に
お
も
し
ろ
い
、
詩
人
と
し
て
の
鋭
敏
な
神
経
と
科
学
者
の
よ
う
な
精
密
な
論
理
と
鉱
物
質
的
な
文
体
は
う
ま
く
調
和
し
て

独
自
な
世
界
を
作
つ
て
い
る
、（
中
略
）
だ
が
、
作
者
も
「
あ
と
が
き
」
で
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
を
小
説
と
呼
ぶ
べ
き
か
ど
う
か
は
別

独
自
な
世
界
を
作
つ
て
い
る
、（
中
略
）
だ
が
、
作
者
も
「
あ
と
が
き
」
で
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
を
小
説
と
呼
ぶ
べ
き
か
ど
う
か
は
別

問
題
で
、
強
い
て
い
え
ば
小
説
体
エ
ッ
セ
イ
と
で
も
称
す
べ
き
か
、
だ
か
ら
普
通
の
小
説
と
し
て
期
待
し
た
人
に
は
蒸
留
水
の
よ
う
な
物
足
ら
な
さ
を
与
え

問
題
で
、
強
い
て
い
え
ば
小
説
体
エ
ッ
セ
イ
と
で
も
称
す
べ
き
か
、
だ
か
ら
普
通
の
小
説
と
し
て
期
待
し
た
人
に
は
蒸
留
水
の
よ
う
な
物
足
ら
な
さ
を
与
え

る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
立
派

る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
立
派

　

杉
山
の
作
品
に
つ
い
て
、
個
別
の
表
現
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
魅
力
を
指
摘
す
る
声
も
、
同
時
代
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
あ

　

杉
山
の
作
品
に
つ
い
て
、
個
別
の
表
現
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
魅
力
を
指
摘
す
る
声
も
、
同
時
代
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
あ
るる（６
）

（
６
）。

木
場
康
治
「
シ
グ
ナ
ル
の
抒
情
―

。
木
場
康
治
「
シ
グ
ナ
ル
の
抒
情
―

「
ミ
ラ
ボ
ー
橋
」
に
つ
い
て
―
」（『
詩
と
真
実
』
一
九
五
三
・
一
）
で
も
、「
こ
ゝ
で
は
小
説
ら
し
い
プ
ロ
ツ
ト
も
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
も
駆
使
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま

「
ミ
ラ
ボ
ー
橋
」
に
つ
い
て
―
」（『
詩
と
真
実
』
一
九
五
三
・
一
）
で
も
、「
こ
ゝ
で
は
小
説
ら
し
い
プ
ロ
ツ
ト
も
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
も
駆
使
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま

た
そ
の
必
要
も
認
め
て
い
な
い
。
た
だ
ゆ
つ
た
り
と
し
た
抒
情
の
流
れ
に
沿
っ
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
映
画
の
回
想
形
式
を
思
は
す
手
法
が
あ
る
だ
け
だ
」
と
し

た
そ
の
必
要
も
認
め
て
い
な
い
。
た
だ
ゆ
つ
た
り
と
し
た
抒
情
の
流
れ
に
沿
っ
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
映
画
の
回
想
形
式
を
思
は
す
手
法
が
あ
る
だ
け
だ
」
と
し

て
、「
杉
山
平
一
の
志
向
は
詩
と
小
説
の
渾
然
た
る
形
象
へ
の
止
揚
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

て
、「
杉
山
平
一
の
志
向
は
詩
と
小
説
の
渾
然
た
る
形
象
へ
の
止
揚
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
杉
山
が
、
小
説
家
と
し
て
は
名
を
成
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
木
場
は
、「
こ
れ
を
小
説
集
だ
と
規
定

　

一
方
で
、
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
杉
山
が
、
小
説
家
と
し
て
は
名
を
成
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
木
場
は
、「
こ
れ
を
小
説
集
だ
と
規
定

さ
れ
る
と
、
私
は
ま
ず
、
頭
の
よ
い
高
校
生
の
作
品
か
と
言
う
だ
け
で
問
題
に
し
な
く
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
井
上
靖
を
話
し
手
、
篠
田
一
士
と
辻

さ
れ
る
と
、
私
は
ま
ず
、
頭
の
よ
い
高
校
生
の
作
品
か
と
言
う
だ
け
で
問
題
に
し
な
く
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
井
上
靖
を
話
し
手
、
篠
田
一
士
と
辻

邦
生
を
聞
き
手
と
し
た
『
わ
が
文
学
の
軌
跡
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
）
に
お
い
て
、
篠
田
は
井
上
と
杉
山
を
比
較
し
、「
な
に
も
杉
山
さ
ん
の
悪
口
い
う
つ

邦
生
を
聞
き
手
と
し
た
『
わ
が
文
学
の
軌
跡
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
）
に
お
い
て
、
篠
田
は
井
上
と
杉
山
を
比
較
し
、「
な
に
も
杉
山
さ
ん
の
悪
口
い
う
つ

も
り
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
小
説
が
小
説
に
な
ら
な
い
ん
で
す
ね
。
詩
的
な
着
想
と
い
い
ま
す
か
、
そ
れ
だ
け
凝
縮
し
た
も
の
が
残
っ
ち
ゃ
っ
て
、
拡
が
ら
な
い

も
り
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
小
説
が
小
説
に
な
ら
な
い
ん
で
す
ね
。
詩
的
な
着
想
と
い
い
ま
す
か
、
そ
れ
だ
け
凝
縮
し
た
も
の
が
残
っ
ち
ゃ
っ
て
、
拡
が
ら
な
い

ん
で
す
ね
」
と
述
べ
て
い
る
（
八
一
頁
）。

ん
で
す
ね
」
と
述
べ
て
い
る
（
八
一
頁
）。

　

杉
山
の
小
説
を
取
り
あ
げ
た
唯
一
の
本
格
的
な
論
文
で
あ
る
國
中
治
「『
四
季
』
の
最
後
の
詩
人
（
二
）
―
杉
山
平
一
の
詩
と
小
説
―
」
で
は
、『
風
浪
』（『
文

　

杉
山
の
小
説
を
取
り
あ
げ
た
唯
一
の
本
格
的
な
論
文
で
あ
る
國
中
治
「『
四
季
』
の
最
後
の
詩
人
（
二
）
―
杉
山
平
一
の
詩
と
小
説
―
」
で
は
、『
風
浪
』（『
文

学
雑
誌
』
一
九
五
二
・
六
）
と
『
今
年
最
後
の
入
道
雲
』（『
文
学
雑
誌
』
一
九
六
八
・
八
）
と
い
う
二
作
品
を
取
り
あ
げ
て
、
杉
山
作
品
が
、
一
般
的
な
小
説
と

学
雑
誌
』
一
九
五
二
・
六
）
と
『
今
年
最
後
の
入
道
雲
』（『
文
学
雑
誌
』
一
九
六
八
・
八
）
と
い
う
二
作
品
を
取
り
あ
げ
て
、
杉
山
作
品
が
、
一
般
的
な
小
説
と

し
て
の
魅
力
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
カ
タ
ル
シ
ス
が
な
く
、
作
中
人
物
の
独
立
性
も
、
物
語
の
変
化
や
必
然
性
も
な

し
て
の
魅
力
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
カ
タ
ル
シ
ス
が
な
く
、
作
中
人
物
の
独
立
性
も
、
物
語
の
変
化
や
必
然
性
も
な

い
か
ら
で
あ
る
。「
小
説
と
い
う
に
は
語
り
手
の
位
相
と
い
う
点
で
写
生
文
的
で
あ
り
す
ぎ
、
写
生
文
と
し
て
は
描
写
の
不
活
用
と
い
う
点
で
不
自
然
な
作
品
」

い
か
ら
で
あ
る
。「
小
説
と
い
う
に
は
語
り
手
の
位
相
と
い
う
点
で
写
生
文
的
で
あ
り
す
ぎ
、
写
生
文
と
し
て
は
描
写
の
不
活
用
と
い
う
点
で
不
自
然
な
作
品
」

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
「
写
生
文
的
方
法
に
よ
る
小
説
」
と
し
て
は
評
価
さ
れ
る
。

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
「
写
生
文
的
方
法
に
よ
る
小
説
」
と
し
て
は
評
価
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
お
お
む
ね
的
を
射
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
一
般
的
な
小
説
と
は
異
な
る
が
、
魅
力
は
あ
る
と
い
う
作
風
は
わ
か
り
に
く
い
。
同
時

　

こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
お
お
む
ね
的
を
射
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
一
般
的
な
小
説
と
は
異
な
る
が
、
魅
力
は
あ
る
と
い
う
作
風
は
わ
か
り
に
く
い
。
同
時
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代
評
も
先
行
研
究
も
、
そ
し
て
杉
山
じ
し
ん
も
取
り
あ
げ
て
い
な
い
コ
ン
ト
に
目
を
配
る
と
、
杉
山
の
ジ
ャ
ン
ル
に
限
定
さ
れ
な
い
作
品
の
魅
力
が
、
よ
り
鮮
明

代
評
も
先
行
研
究
も
、
そ
し
て
杉
山
じ
し
ん
も
取
り
あ
げ
て
い
な
い
コ
ン
ト
に
目
を
配
る
と
、
杉
山
の
ジ
ャ
ン
ル
に
限
定
さ
れ
な
い
作
品
の
魅
力
が
、
よ
り
鮮
明

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

四　

杉
山
の
コ
ン
ト
を
読
む

四
・
一
　『
お
菓
子
』
の
構
造

　

具
体
的
に
、
杉
山
の
コ
ン
ト
を
精
読
し
た
い
。
最
初
に
『
お
菓
子
』
を
取
り
あ
げ
る
。
以
下
が
全
文
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
、
杉
山
の
コ
ン
ト
を
精
読
し
た
い
。
最
初
に
『
お
菓
子
』
を
取
り
あ
げ
る
。
以
下
が
全
文
で
あ
る
。

　

此
間
知
合
の
三
つ
位
の
お
嬢
さ
ん
が
遊
び
に
き
た
と
き
、
み
か
ん
を
上
げ
た
と
こ
ろ
、
私
の
方
へ
や
つ
て
き
て
「
こ
の
み
か
ん
、
あ
け
て
」
と
い
つ
た
。

　

此
間
知
合
の
三
つ
位
の
お
嬢
さ
ん
が
遊
び
に
き
た
と
き
、
み
か
ん
を
上
げ
た
と
こ
ろ
、
私
の
方
へ
や
つ
て
き
て
「
こ
の
み
か
ん
、
あ
け
て
」
と
い
つ
た
。

み
ん
な
笑
つ
た
が
、
皮
を
む
く
と
い
う
よ
り
、
あ
け
る
と
い
う
方
が
感
じ
が
出
て
い
て
、
私
は
な
る
ほ
ど
と
思
つ
た
。
私
の
子
供
も
先
日
、
い
な
り
ず
し
を

み
ん
な
笑
つ
た
が
、
皮
を
む
く
と
い
う
よ
り
、
あ
け
る
と
い
う
方
が
感
じ
が
出
て
い
て
、
私
は
な
る
ほ
ど
と
思
つ
た
。
私
の
子
供
も
先
日
、
い
な
り
ず
し
を

つ
く
つ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
「
み
ん
な
帽
子
を
か
ぶ
る
の
ね
」
と
い
っ
た
り
し
た
、
子
供
と
相
撲
を
と
つ
て
わ
ざ
と
負
け
て
や
つ
て
い
て
、
と
き
に
負
け

つ
く
つ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
「
み
ん
な
帽
子
を
か
ぶ
る
の
ね
」
と
い
っ
た
り
し
た
、
子
供
と
相
撲
を
と
つ
て
わ
ざ
と
負
け
て
や
つ
て
い
て
、
と
き
に
負
け

な
い
で
い
る
と
、「
負
け
て
」
と
い
ゝ
こ
ち
ら
の
芝
居
を
、
は
じ
め
か
ら
知
つ
て
ゐ
た
り
す
る
。

な
い
で
い
る
と
、「
負
け
て
」
と
い
ゝ
こ
ち
ら
の
芝
居
を
、
は
じ
め
か
ら
知
つ
て
ゐ
た
り
す
る
。

　

先
夜
お
菓
子
を
他
所
か
ら
も
ら
つ
た
の
を
、
子
供
が
ね
だ
る
の
で
「
い
や
こ
れ
は
、
お
兄
さ
ん
に
お
供
え
し
て
か
ら
」
と
な
だ
め
、
死
ん
だ
上
の
子
の
仏

　

先
夜
お
菓
子
を
他
所
か
ら
も
ら
つ
た
の
を
、
子
供
が
ね
だ
る
の
で
「
い
や
こ
れ
は
、
お
兄
さ
ん
に
お
供
え
し
て
か
ら
」
と
な
だ
め
、
死
ん
だ
上
の
子
の
仏

壇
に
供
え
た
。
寝
か
せ
た
あ
と
、
い
や
し
い
私
は
そ
れ
を
た
べ
た
。
翌
朝
子
供
が
私
の
と
こ
ろ
へ
走
つ
て
き
て
「
お
兄
ち
や
ん
ゆ
う
べ
お
菓
子
た
べ
て
し
ま

壇
に
供
え
た
。
寝
か
せ
た
あ
と
、
い
や
し
い
私
は
そ
れ
を
た
べ
た
。
翌
朝
子
供
が
私
の
と
こ
ろ
へ
走
つ
て
き
て
「
お
兄
ち
や
ん
ゆ
う
べ
お
菓
子
た
べ
て
し
ま

つ
た
よ
、
わ
る
い
ね
え
」
と
い
つ
た
。
私
は
、
叱
責
と
も
皮
肉
と
も
ユ
ー
モ
ア
と
も
と
り
か
ね
る
気
持
で
、
子
供
の
顔
を
見
て
、
赤
い
顔
を
し
た
。

つ
た
よ
、
わ
る
い
ね
え
」
と
い
つ
た
。
私
は
、
叱
責
と
も
皮
肉
と
も
ユ
ー
モ
ア
と
も
と
り
か
ね
る
気
持
で
、
子
供
の
顔
を
見
て
、
赤
い
顔
を
し
た
。

　

お
菓
子
と
親
子
を
め
ぐ
る
、
微
笑
ま
し
い
逸
話
と
し
て
読
め
る
作
品
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
そ
こ
に
は
複
雑
な
構
造
が
備
わ
っ
て
い
る
。

　

お
菓
子
と
親
子
を
め
ぐ
る
、
微
笑
ま
し
い
逸
話
と
し
て
読
め
る
作
品
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
そ
こ
に
は
複
雑
な
構
造
が
備
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
コ
ン
ト
は
二
つ
の
段
落
で
構
成
さ
れ
、
前
半
と
後
半
と
に
区
別
で
き
る
。
前
半
に
は
、
み
か
ん
、
い
な
り
ず
し
、
す
も
う
と
い
う
三
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、

　

こ
の
コ
ン
ト
は
二
つ
の
段
落
で
構
成
さ
れ
、
前
半
と
後
半
と
に
区
別
で
き
る
。
前
半
に
は
、
み
か
ん
、
い
な
り
ず
し
、
す
も
う
と
い
う
三
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、

子
供
の
発
言
と
共
に
、
端
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
後
半
に
は
、
お
供
え
の
菓
子
を
食
べ
た
父
と
、
子
供
と
の
対
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
後
半
は
、
子
供
の
発
言

子
供
の
発
言
と
共
に
、
端
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
後
半
に
は
、
お
供
え
の
菓
子
を
食
べ
た
父
と
、
子
供
と
の
対
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
後
半
は
、
子
供
の
発
言

だ
け
で
な
く
、「
先
夜
」
か
ら
「
翌
朝
」
へ
の
時
間
の
経
過
や
「
私
」
の
行
動
や
表
情
を
伴
い
、
よ
り
具
体
的
に
描
出
さ
れ
て
い
る
。

だ
け
で
な
く
、「
先
夜
」
か
ら
「
翌
朝
」
へ
の
時
間
の
経
過
や
「
私
」
の
行
動
や
表
情
を
伴
い
、
よ
り
具
体
的
に
描
出
さ
れ
て
い
る
。

　

前
半
で
は
、
み
か
ん
に
つ
い
て
「
感
じ
が
出
て
い
」
る
表
現
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
い
な
り
ず
し
は
そ
れ
に
似
た
例
で
、
巧
み
な
た
と
え
が
話
題
に
な
る
。

　

前
半
で
は
、
み
か
ん
に
つ
い
て
「
感
じ
が
出
て
い
」
る
表
現
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
い
な
り
ず
し
は
そ
れ
に
似
た
例
で
、
巧
み
な
た
と
え
が
話
題
に
な
る
。
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最
後
の
相
撲
は
「
芝
居
」
す
な
わ
ち
演
技
の
話
で
あ
る
。

最
後
の
相
撲
は
「
芝
居
」
す
な
わ
ち
演
技
の
話
で
あ
る
。

　

後
半
に
お
い
て
「
私
」
は
、
子
供
の
発
言
を
「
叱
責
と
も
皮
肉
と
も
ユ
ー
モ
ア
と
も
と
り
か
ね
」
て
、
赤
面
す
る
。
こ
の
後
半
の
葛
藤
は
、
前
半
の
、
た
と
え

　

後
半
に
お
い
て
「
私
」
は
、
子
供
の
発
言
を
「
叱
責
と
も
皮
肉
と
も
ユ
ー
モ
ア
と
も
と
り
か
ね
」
て
、
赤
面
す
る
。
こ
の
後
半
の
葛
藤
は
、
前
半
の
、
た
と
え

や
演
技
を
め
ぐ
る
三
つ
の
逸
話
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

や
演
技
を
め
ぐ
る
三
つ
の
逸
話
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

後
半
で
、「
私
」
お
よ
び
読
者
は
、
子
供
の
発
言
の
意
味
を
考
え
る
よ
う
に
導
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
亡
く
な
っ
た
兄
へ
の
お
供
え
物
を
、
父
が
食
べ
た
と
知
ら

　

後
半
で
、「
私
」
お
よ
び
読
者
は
、
子
供
の
発
言
の
意
味
を
考
え
る
よ
う
に
導
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
亡
く
な
っ
た
兄
へ
の
お
供
え
物
を
、
父
が
食
べ
た
と
知
ら

ず
に
、兄
の
告
げ
口
を
し
て
い
る
幼
い
態
度
で
あ
ろ
う
か
（
兄
へ
の
叱
責
）
？　

父
が
食
べ
た
と
わ
か
っ
て
い
て
、な
じ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
（
父
へ
の
皮
肉
）
？

ず
に
、兄
の
告
げ
口
を
し
て
い
る
幼
い
態
度
で
あ
ろ
う
か
（
兄
へ
の
叱
責
）
？　

父
が
食
べ
た
と
わ
か
っ
て
い
て
、な
じ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
（
父
へ
の
皮
肉
）
？

　

や
は
り
す
べ
て
わ
か
っ
た
う
え
で
、
面
白
お
か
し
く
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
（
ユ
ー
モ
ア
）
？

　

や
は
り
す
べ
て
わ
か
っ
た
う
え
で
、
面
白
お
か
し
く
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
（
ユ
ー
モ
ア
）
？

　
「
私
」
は
結
論
を
出
し
て
い
な
い
。
読
者
も
、
い
ず
れ
と
も
受
け
と
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
に
は
「
死
ん
だ
上
の
子
」
の
面
影
も
浮
か
ん
で
い
る
。「
お
兄
ち
や
ん

　
「
私
」
は
結
論
を
出
し
て
い
な
い
。
読
者
も
、
い
ず
れ
と
も
受
け
と
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
に
は
「
死
ん
だ
上
の
子
」
の
面
影
も
浮
か
ん
で
い
る
。「
お
兄
ち
や
ん

ゆ
う
べ
お
菓
子
た
べ
て
し
ま
つ
た
よ
」
と
い
う
発
言
は
、
父
の
脳
裏
に
、
喪
っ
た
子
供
が
生
前
お
菓
子
を
食
べ
て
い
た
（
あ
る
い
は
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
）
記
憶

ゆ
う
べ
お
菓
子
た
べ
て
し
ま
つ
た
よ
」
と
い
う
発
言
は
、
父
の
脳
裏
に
、
喪
っ
た
子
供
が
生
前
お
菓
子
を
食
べ
て
い
た
（
あ
る
い
は
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
）
記
憶

を
呼
び
起
こ
し
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
に
、
杉
山
は
四
人
の
子
供
を
得
て
い
る
が
、
一
九
四
五
年
に
長
男
を
、
四
八
年
に
次
男
を
共
に
病
気
で
幼
く
し
て
喪
っ
て

を
呼
び
起
こ
し
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
に
、
杉
山
は
四
人
の
子
供
を
得
て
い
る
が
、
一
九
四
五
年
に
長
男
を
、
四
八
年
に
次
男
を
共
に
病
気
で
幼
く
し
て
喪
っ
て

い
る
。『
背
た
か
ク
ラ
ブ
』
の
「
あ
と
が
き
」
に
も
「
私
は
こ
の
夏
二
人
目
の
私
の
子
供
を
亡
く
し
ま
し
た
。
こ
の
か
な
し
み
を
ま
ぎ
ら
わ
せ
る
た
め
、
そ
の
幼

い
る
。『
背
た
か
ク
ラ
ブ
』
の
「
あ
と
が
き
」
に
も
「
私
は
こ
の
夏
二
人
目
の
私
の
子
供
を
亡
く
し
ま
し
た
。
こ
の
か
な
し
み
を
ま
ぎ
ら
わ
せ
る
た
め
、
そ
の
幼

い
魂
に
さ
さ
げ
る
気
持
で
、
こ
の
ま
ず
し
い
原
稿
を
本
に
あ
む
決
心
を
し
ま
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

い
魂
に
さ
さ
げ
る
気
持
で
、
こ
の
ま
ず
し
い
原
稿
を
本
に
あ
む
決
心
を
し
ま
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

む
ろ
ん
、
当
時
の
一
般
的
な
新
聞
の
読
者
に
は
、
そ
の
よ
う
な
作
者
の
個
人
的
な
事
情
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、「
私
」
が
直
面
し
て

　

む
ろ
ん
、
当
時
の
一
般
的
な
新
聞
の
読
者
に
は
、
そ
の
よ
う
な
作
者
の
個
人
的
な
事
情
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、「
私
」
が
直
面
し
て

い
る
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
目
の
前
に
い
る
子
供
の
隣
に
、
も
う
い
な
く
な
っ
た
子
供
の
姿
が
立
ち
あ
が
る
。
そ
の
子
が
口

い
る
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
目
の
前
に
い
る
子
供
の
隣
に
、
も
う
い
な
く
な
っ
た
子
供
の
姿
が
立
ち
あ
が
る
。
そ
の
子
が
口

に
す
る
べ
き
お
菓
子
を
取
っ
た
自
分
。
そ
の
ふ
る
ま
い
が
強
く
省
み
ら
れ
た
た
め
に
、
子
供
の
意
図
は
確
定
で
き
な
い
が
、「
私
」
は
赤
面
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

に
す
る
べ
き
お
菓
子
を
取
っ
た
自
分
。
そ
の
ふ
る
ま
い
が
強
く
省
み
ら
れ
た
た
め
に
、
子
供
の
意
図
は
確
定
で
き
な
い
が
、「
私
」
は
赤
面
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
お
菓
子
』
と
い
う
コ
ン
ト
は
、
読
者
を
微
笑
ま
せ
つ
つ
、
考
え
さ
せ
る
作
品
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
竹
中
郁
が
「
杉
山
平
一

　

こ
の
よ
う
に
、『
お
菓
子
』
と
い
う
コ
ン
ト
は
、
読
者
を
微
笑
ま
せ
つ
つ
、
考
え
さ
せ
る
作
品
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
竹
中
郁
が
「
杉
山
平
一

童
話
集
「
背
た
か
ク
ラ
ブ
」
評
」（『
現
代
詩
』
一
九
四
九
・
六
）
に
お
い
て
、「
詩
で
あ
れ
、
散
文
で
あ
れ
常
に
杉
山
君
の
作
品
の
特
徴
は
知
的
と
い
ふ
こ
と
が

童
話
集
「
背
た
か
ク
ラ
ブ
」
評
」（『
現
代
詩
』
一
九
四
九
・
六
）
に
お
い
て
、「
詩
で
あ
れ
、
散
文
で
あ
れ
常
に
杉
山
君
の
作
品
の
特
徴
は
知
的
と
い
ふ
こ
と
が

ま
づ
第
一
に
な
つ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
知
的
な
風
合
い
は
、
杉
山
の
創
作
に
通
底
す
る
特
徴
で
あ
っ
た
。

ま
づ
第
一
に
な
つ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
知
的
な
風
合
い
は
、
杉
山
の
創
作
に
通
底
す
る
特
徴
で
あ
っ
た
。

四
・
二
　
新
聞
と
鉄
道
―
―
『
軌
道
』『
初
旅
』『
切
符
拝
見
』
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次
に
精
読
す
る
の
は
『
軌
道
』
で
あ
る
。
以
下
に
全
文
を
掲
げ
る
。

　

次
に
精
読
す
る
の
は
『
軌
道
』
で
あ
る
。
以
下
に
全
文
を
掲
げ
る
。

　

朝
の
通
勤
時
間
の
プ
ラ
ツ
ト
ホ
ー
ム
の
顔
ぶ
れ
と
い
う
も
の
は
き
ま
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
ま
に
時
間
が
お
く
れ
る
と
、
ち
よ
う
ど
夜
空
の
星
の
よ

　

朝
の
通
勤
時
間
の
プ
ラ
ツ
ト
ホ
ー
ム
の
顔
ぶ
れ
と
い
う
も
の
は
き
ま
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
ま
に
時
間
が
お
く
れ
る
と
、
ち
よ
う
ど
夜
空
の
星
の
よ

う
に
も
う
顔
ぶ
れ
が
変
つ
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
星
座
の
よ
う
に
人
々
の
ホ
ー
ム
の
位
置
も
き
ま
つ
て
い
る
。
私
は
う
し
ろ
か
ら
二
番
目
の
車
両
に
の
る
か

う
に
も
う
顔
ぶ
れ
が
変
つ
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
星
座
の
よ
う
に
人
々
の
ホ
ー
ム
の
位
置
も
き
ま
つ
て
い
る
。
私
は
う
し
ろ
か
ら
二
番
目
の
車
両
に
の
る
か

ら
、
三
番
目
の
柱
の
あ
た
り
、
教
師
ら
し
き
人
は
い
つ
も
階
段
の
手
す
り
の
あ
た
り
足
の
悪
い
娘
さ
ん
は
ず
つ
と
前
の
方
、
大
き
な
髪
の
人
は
待
合
室
の
入

ら
、
三
番
目
の
柱
の
あ
た
り
、
教
師
ら
し
き
人
は
い
つ
も
階
段
の
手
す
り
の
あ
た
り
足
の
悪
い
娘
さ
ん
は
ず
つ
と
前
の
方
、
大
き
な
髪
の
人
は
待
合
室
の
入

口
に
立
つ
て
い
る
。
そ
れ
ら
私
に
親
し
き
顔
ぶ
れ
も
、
な
が
い
間
に
は
、
季
節
に
よ
つ
て
ず
れ
て
行
く
星
座
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
ず
れ
て
行
く
。
そ
れ
で
も

口
に
立
つ
て
い
る
。
そ
れ
ら
私
に
親
し
き
顔
ぶ
れ
も
、
な
が
い
間
に
は
、
季
節
に
よ
つ
て
ず
れ
て
行
く
星
座
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
ず
れ
て
行
く
。
そ
れ
で
も

そ
の
人
た
ち
の
地
味
で
質
素
な
の
は
い
つ
も
変
り
が
な
い
。

そ
の
人
た
ち
の
地
味
で
質
素
な
の
は
い
つ
も
変
り
が
な
い
。

　

時
々
通
勤
で
な
い
人
が
ま
ぎ
れ
込
ん
で
く
る
。
星
座
に
ま
ぎ
れ
こ
む
遊
星
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
私
た
ち
の
星
座
に
ぽ
か
り
出
て
く
る
そ
れ
ら
の

　

時
々
通
勤
で
な
い
人
が
ま
ぎ
れ
込
ん
で
く
る
。
星
座
に
ま
ぎ
れ
こ
む
遊
星
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
私
た
ち
の
星
座
に
ぽ
か
り
出
て
く
る
そ
れ
ら
の

人
は
し
ば
し
ば
派
手
で
目
を
そ
ば
だ
ゝ
せ
る
。
輪
の
よ
う
な
帽
子
を
つ
け
た
の
は
土
星
姫
、
赤
い
ド
レ
ス
を
つ
け
た
の
は
火
星
姫
と
名
付
け
て
み
た
。
こ
の

人
は
し
ば
し
ば
派
手
で
目
を
そ
ば
だ
ゝ
せ
る
。
輪
の
よ
う
な
帽
子
を
つ
け
た
の
は
土
星
姫
、
赤
い
ド
レ
ス
を
つ
け
た
の
は
火
星
姫
と
名
付
け
て
み
た
。
こ
の

星
た
ち
も
お
そ
ら
く
は
ま
た
私
た
ち
と
ち
が
つ
た
運
命
と
軌
道
を
も
つ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
。

星
た
ち
も
お
そ
ら
く
は
ま
た
私
た
ち
と
ち
が
つ
た
運
命
と
軌
道
を
も
つ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
。

　　　

こ
の
作
品
は
、
ご
く
限
定
さ
れ
た
時
空
間
を
扱
っ
て
い
る
。
時
間
は
朝
、
場
所
は
駅
の
ホ
ー
ム
と
明
示
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
動
か
な
い
。
誰
か
特
定
の
人
物
の
言

　

こ
の
作
品
は
、
ご
く
限
定
さ
れ
た
時
空
間
を
扱
っ
て
い
る
。
時
間
は
朝
、
場
所
は
駅
の
ホ
ー
ム
と
明
示
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
動
か
な
い
。
誰
か
特
定
の
人
物
の
言

動
が
描
か
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
特
別
な
事
件
も
起
こ
ら
な
い
。
毎
朝
の
通
勤
電
車
を
待
つ
「
き
ま
つ
て
い
る
」
メ
ン
バ
ー
が
「
い
つ
も
変
り
が
な
い
」
姿
で
特

動
が
描
か
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
特
別
な
事
件
も
起
こ
ら
な
い
。
毎
朝
の
通
勤
電
車
を
待
つ
「
き
ま
つ
て
い
る
」
メ
ン
バ
ー
が
「
い
つ
も
変
り
が
な
い
」
姿
で
特

定
の
場
所
に
立
ち
、
定
時
に
到
着
す
る
電
車
に
乗
っ
て
運
ば
れ
て
ゆ
く
瞬
間
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
一
般
的
な
小
説
の
よ
う
な
筋
の
展
開
は
な
い
。

定
の
場
所
に
立
ち
、
定
時
に
到
着
す
る
電
車
に
乗
っ
て
運
ば
れ
て
ゆ
く
瞬
間
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
一
般
的
な
小
説
の
よ
う
な
筋
の
展
開
は
な
い
。

　

た
だ
、
厳
密
に
言
え
ば
、
こ
の
作
品
に
時
間
の
流
れ
は
存
在
す
る
。
メ
ン
バ
ー
が
少
し
ず
つ
入
れ
替
わ
っ
て
ゆ
く
「
な
が
い
間
」
も
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

　

た
だ
、
厳
密
に
言
え
ば
、
こ
の
作
品
に
時
間
の
流
れ
は
存
在
す
る
。
メ
ン
バ
ー
が
少
し
ず
つ
入
れ
替
わ
っ
て
ゆ
く
「
な
が
い
間
」
も
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
語
り
手
は
、
毎
朝
の
通
勤
電
車
を
待
つ
人
々
を
星
々
に
、
そ
の
立
ち
位
置
や
ゆ
る
や
か
な
変
化
を
星
座
に
喩
え
て
い
る
。
時
に
は
、
行
き
ず
り
の
人
が
紛
れ

る
。
語
り
手
は
、
毎
朝
の
通
勤
電
車
を
待
つ
人
々
を
星
々
に
、
そ
の
立
ち
位
置
や
ゆ
る
や
か
な
変
化
を
星
座
に
喩
え
て
い
る
。
時
に
は
、
行
き
ず
り
の
人
が
紛
れ

こ
む
こ
と
も
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
遊
星
や
惑
星
に
譬
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
私
」
は
朝
の
通
勤
と
い
う
日
常
の
一
コ
マ
に
夜
空
を
重
ね
、
異
化
し
て
い
る
。
天

こ
む
こ
と
も
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
遊
星
や
惑
星
に
譬
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
私
」
は
朝
の
通
勤
と
い
う
日
常
の
一
コ
マ
に
夜
空
を
重
ね
、
異
化
し
て
い
る
。
天

体
を
観
測
す
る
視
線
に
よ
っ
て
、
当
た
り
前
に
見
ら
れ
る
光
景
を
構
成
す
る
ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
運
命
」
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

体
を
観
測
す
る
視
線
に
よ
っ
て
、
当
た
り
前
に
見
ら
れ
る
光
景
を
構
成
す
る
ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
運
命
」
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

　

平
凡
な
日
常
を
異
化
す
る
。
何
気
な
い
も
の
を
、
生
き
生
き
と
し
た
新
鮮
な
も
の
と
し
て
見
つ
め
直
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
杉
山
が
詩
で
も
得
意
と
し
た
方
法
で

　

平
凡
な
日
常
を
異
化
す
る
。
何
気
な
い
も
の
を
、
生
き
生
き
と
し
た
新
鮮
な
も
の
と
し
て
見
つ
め
直
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
杉
山
が
詩
で
も
得
意
と
し
た
方
法
で

あ
っ
た
。
異
化
の
方
法
と
短
さ
と
筋
の
不
在
は
、
小
説
と
い
う
よ
り
散
文
詩
に
近
い
印
象
を
与
え
る
。『
軌
道
』
は
、
コ
ン
ト
と
散
文
詩
と
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

あ
っ
た
。
異
化
の
方
法
と
短
さ
と
筋
の
不
在
は
、
小
説
と
い
う
よ
り
散
文
詩
に
近
い
印
象
を
与
え
る
。『
軌
道
』
は
、
コ
ン
ト
と
散
文
詩
と
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

の
近
さ
を
踵
を
体
現
し
て
い
る
。

の
近
さ
を
踵
を
体
現
し
て
い
る
。
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く
わ
え
て
、
通
勤
電
車
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
い
う
舞
台
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
朝
刊
紙
の
よ
う
に
家
庭
に
届
け
ら
れ
る
の
で
は

　

く
わ
え
て
、
通
勤
電
車
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
い
う
舞
台
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
朝
刊
紙
の
よ
う
に
家
庭
に
届
け
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、
駅
で
買
う
も
の
で
あ
っ
た
夕
刊
紙
（
新
興
紙
の
多
く
は
夕
刊
紙
で
あ
っ
た
）
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
物
語
世
界
と
現
実
世
界
と
を
同

な
く
、
駅
で
買
う
も
の
で
あ
っ
た
夕
刊
紙
（
新
興
紙
の
多
く
は
夕
刊
紙
で
あ
っ
た
）
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
物
語
世
界
と
現
実
世
界
と
を
同

期
さ
せ
や
す
い
の
で
あ
る
。

期
さ
せ
や
す
い
の
で
あ
る
。

　

杉
山
は
、
他
の
新
興
紙
に
発
表
し
た
コ
ン
ト
で
も
、
駅
や
鉄
道
を
使
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
初
旅
』
の
冒
頭
は
以
下
で
あ
る
。

　

杉
山
は
、
他
の
新
興
紙
に
発
表
し
た
コ
ン
ト
で
も
、
駅
や
鉄
道
を
使
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
初
旅
』
の
冒
頭
は
以
下
で
あ
る
。

　　

　

汽
車
の
中
は
、
大
晦
日
か
ら
ひ
き
つ
づ
い
て
、
昨
年
の
ま
ゝ
の
空
気
だ
つ
た
。
う
す
汚
れ
た
外
套
、
泥
の
つ
い
た
ク
ツ
寝
乱
れ
た
髪
、
脂
の
う
い
た
起
き

　

汽
車
の
中
は
、
大
晦
日
か
ら
ひ
き
つ
づ
い
て
、
昨
年
の
ま
ゝ
の
空
気
だ
つ
た
。
う
す
汚
れ
た
外
套
、
泥
の
つ
い
た
ク
ツ
寝
乱
れ
た
髪
、
脂
の
う
い
た
起
き

ぬ
け
の
顔
な
ど
が
ス
チ
ー
ム
に
む
さ
れ
て
よ
ど
ん
で
い
た
。
斎
藤
は
そ
の
片
ス
ミ
に
一
点
を
見
詰
め
た
ま
ゝ
陰
鬱
な
顔
を
し
て
腕
を
組
ん
で
い
た
。

ぬ
け
の
顔
な
ど
が
ス
チ
ー
ム
に
む
さ
れ
て
よ
ど
ん
で
い
た
。
斎
藤
は
そ
の
片
ス
ミ
に
一
点
を
見
詰
め
た
ま
ゝ
陰
鬱
な
顔
を
し
て
腕
を
組
ん
で
い
た
。

　

思
え
ば
惨
澹
た
る
年
の
瀬
だ
つ
た
。
斎
藤
の
商
売
は
夏
前
か
ら
す
つ
か
り
い
け
な
く
な
つ
て
い
た
。
そ
れ
を
ば
ん
回
し
よ
う
と
、無
理
な
借
金
を
重
ね
た
。

　

思
え
ば
惨
澹
た
る
年
の
瀬
だ
つ
た
。
斎
藤
の
商
売
は
夏
前
か
ら
す
つ
か
り
い
け
な
く
な
つ
て
い
た
。
そ
れ
を
ば
ん
回
し
よ
う
と
、無
理
な
借
金
を
重
ね
た
。

手
形
も
書
い
た
。
そ
れ
を
待
つ
て
貰
う
た
め
に
バ
リ
雑
言
に
も
耐
え
た
。
そ
し
て
年
の
暮
ま
で
に
は
何
と
か
な
る
、
と
得
意
先
に
も
不
義
理
を
続
け
た
。
し

手
形
も
書
い
た
。
そ
れ
を
待
つ
て
貰
う
た
め
に
バ
リ
雑
言
に
も
耐
え
た
。
そ
し
て
年
の
暮
ま
で
に
は
何
と
か
な
る
、
と
得
意
先
に
も
不
義
理
を
続
け
た
。
し

か
し
、
悪
条
件
は
つ
ぎ
の
悪
条
件
と
な
り
あ
が
け
ば
あ
が
く
ほ
ど
泥
沼
に
入
つ
て
行
き
、
約
束
は
ウ
ソ
に
な
り
、
人
の
顔
を
見
れ
ば
謝
ま
つ
て
い
る
毎
日
に

か
し
、
悪
条
件
は
つ
ぎ
の
悪
条
件
と
な
り
あ
が
け
ば
あ
が
く
ほ
ど
泥
沼
に
入
つ
て
行
き
、
約
束
は
ウ
ソ
に
な
り
、
人
の
顔
を
見
れ
ば
謝
ま
つ
て
い
る
毎
日
に

な
つ
た
。

な
つ
た
。

　　　

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
斎
藤
の
苦
悩
は
、
工
業
会
社
の
社
長
と
し
て
差
し
押
さ
え
や
倒
産
を
経
験
し
た
杉
山
の
私
小
説
と
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き

　

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
斎
藤
の
苦
悩
は
、
工
業
会
社
の
社
長
と
し
て
差
し
押
さ
え
や
倒
産
を
経
験
し
た
杉
山
の
私
小
説
と
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
るる（７
）

（
７
）。

し
か

。
し
か

し
、
い
ま
注
目
し
た
い
の
は
、
正
月
の
鉄
道
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
月
八
日
に
こ
の
夕
刊
紙
を
手
に
取
る
読
者
が
自
分
の
こ
と
と
し

し
、
い
ま
注
目
し
た
い
の
は
、
正
月
の
鉄
道
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
月
八
日
に
こ
の
夕
刊
紙
を
手
に
取
る
読
者
が
自
分
の
こ
と
と
し

て
共
感
し
た
り
、
今
ま
さ
に
同
じ
境
遇
の
人
物
が
車
両
に
同
乗
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
想
像
し
た
り
し
や
す
い
内
容
で
あ
っ
た
。
杉
山
が
新
聞
に
発
表
し
た

て
共
感
し
た
り
、
今
ま
さ
に
同
じ
境
遇
の
人
物
が
車
両
に
同
乗
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
想
像
し
た
り
し
や
す
い
内
容
で
あ
っ
た
。
杉
山
が
新
聞
に
発
表
し
た

コ
ン
ト
に
は
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
行
き
届
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

コ
ン
ト
に
は
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
行
き
届
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
切
符
拝
見
』
も
同
様
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
電
車
内
に
偽
の
車
掌
が
現
れ
て
巧
み
に
金
を
奪
お
う
と
す
る
話
で
あ
り
、
探
偵
小
説

　
『
切
符
拝
見
』
も
同
様
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
電
車
内
に
偽
の
車
掌
が
現
れ
て
巧
み
に
金
を
奪
お
う
と
す
る
話
で
あ
り
、
探
偵
小
説

の
よ
う
な
趣
き
が
あ
る
。
そ
の
冒
頭
は
以
下
で
あ
る
。

の
よ
う
な
趣
き
が
あ
る
。
そ
の
冒
頭
は
以
下
で
あ
る
。

　　

　

皆
様
ご
免
倒
で
す
が
、
乗
車
券
を
拝
見
い
た
し
ま
す
、
と
い
う
声
を
き
く
と
乗
客
は
正
し
い
切
符
を
も
つ
て
い
て
も
へ
ん
に
不
安
な
気
分
に
な
る
も
の
で

　

皆
様
ご
免
倒
で
す
が
、
乗
車
券
を
拝
見
い
た
し
ま
す
、
と
い
う
声
を
き
く
と
乗
客
は
正
し
い
切
符
を
も
つ
て
い
て
も
へ
ん
に
不
安
な
気
分
に
な
る
も
の
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
人
間
は
、
何
か
の
条
件
が
あ
れ
ば
不
正
乗
車
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
可
能
性
を
も
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ド
キ
ッ

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
人
間
は
、
何
か
の
条
件
が
あ
れ
ば
不
正
乗
車
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
可
能
性
を
も
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ド
キ
ッ
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と
す
る
気
持
を
、
私
は
私
流
に
人
間
の
原
罪
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

と
す
る
気
持
を
、
私
は
私
流
に
人
間
の
原
罪
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

先
日
の
こ
と
、
や
は
り
切
符
拝
見
の
声
が
か
ゝ
つ
た
。
到
着
列
車
の
客
の
の
り
か
え
た
電
車
で
、
乗
り
こ
し
が
か
な
り
あ
つ
た
よ
う
だ
。
そ
の
車
掌
は
、

　

先
日
の
こ
と
、
や
は
り
切
符
拝
見
の
声
が
か
ゝ
つ
た
。
到
着
列
車
の
客
の
の
り
か
え
た
電
車
で
、
乗
り
こ
し
が
か
な
り
あ
つ
た
よ
う
だ
。
そ
の
車
掌
は
、

ど
う
し
た
の
か
、
素
早
い
計
算
を
し
て
、
そ
の
場
で
金
を
と
り
、
赤
い
領
収
済
の
紙
片
を
わ
た
し
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
。
定
期
券
を
見
る
と
き
、
相
手
の
名

ど
う
し
た
の
か
、
素
早
い
計
算
を
し
て
、
そ
の
場
で
金
を
と
り
、
赤
い
領
収
済
の
紙
片
を
わ
た
し
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
。
定
期
券
を
見
る
と
き
、
相
手
の
名

刺
を
し
ら
べ
て
、
本
人
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
て
罰
金
を
と
つ
た
り
、
素
早
い
う
ち
に
も
、
厳
重
を
極
め
た
も
の
で
あ
つ
た
。

刺
を
し
ら
べ
て
、
本
人
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
て
罰
金
を
と
つ
た
り
、
素
早
い
う
ち
に
も
、
厳
重
を
極
め
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　　　

随
筆
の
よ
う
な
書
き
出
し
か
ら
「
先
日
の
こ
と
」
以
降
、
物
語
に
入
っ
て
ゆ
く
。『
初
旅
』
と
同
様
に
、
駅
で
新
聞
を
買
っ
た
読
者
が
読
む
こ
と
で
、
よ
り
現

　

随
筆
の
よ
う
な
書
き
出
し
か
ら
「
先
日
の
こ
と
」
以
降
、
物
語
に
入
っ
て
ゆ
く
。『
初
旅
』
と
同
様
に
、
駅
で
新
聞
を
買
っ
た
読
者
が
読
む
こ
と
で
、
よ
り
現

実
感
を
味
わ
え
る
導
入
で
あ
る
。
杉
山
は
、
全
国
紙
の
大
阪
版
に
掲
載
さ
れ
た
『
水
』『
鏡
餅
』『
日
曜
日
』
と
い
っ
た
コ
ン
ト
に
は
、
駅
や
鉄
道
を
使
っ
て
い
な

実
感
を
味
わ
え
る
導
入
で
あ
る
。
杉
山
は
、
全
国
紙
の
大
阪
版
に
掲
載
さ
れ
た
『
水
』『
鏡
餅
』『
日
曜
日
』
と
い
っ
た
コ
ン
ト
に
は
、
駅
や
鉄
道
を
使
っ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
駅
や
鉄
道
は
、
単
純
に
杉
山
の
嗜
好
を
反
映
し
て
い
る
ば
か
り
で
な

い
。
そ
の
た
め
、
駅
や
鉄
道
は
、
単
純
に
杉
山
の
嗜
好
を
反
映
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
くく（８
）

（
８
）、

メ
デ
ィ
ア
や
読
者
に
配
慮
し
た
、
戦
略
的
な
方
法
で
あ
っ
た
は
ず
で

、
メ
デ
ィ
ア
や
読
者
に
配
慮
し
た
、
戦
略
的
な
方
法
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。

あ
る
。五　

敗
戦
直
後
の
詩
と
散
文
お
よ
び
コ
ン
ト

　
「
コ
ン
ト
執
筆
の
背
景
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
杉
山
は
一
九
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
、
散
文
と
詩
と
の
関
係
に
つ
い
て
思
い
悩
ん
で
い
た
。

　
「
コ
ン
ト
執
筆
の
背
景
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
杉
山
は
一
九
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
、
散
文
と
詩
と
の
関
係
に
つ
い
て
思
い
悩
ん
で
い
た
。

そ
の
こ
と
は
当
時
の
評
論
か
ら
も
わ
か
る
。「
散
文
詩
の
周
辺
」（『
現
代
詩
』
一
九
四
九
・
一
）
で
は
、「
彼
は
か
う
し
て
、
ど
う
し
て
、
ど
う
な
つ
た
、
と
冷
た

そ
の
こ
と
は
当
時
の
評
論
か
ら
も
わ
か
る
。「
散
文
詩
の
周
辺
」（『
現
代
詩
』
一
九
四
九
・
一
）
で
は
、「
彼
は
か
う
し
て
、
ど
う
し
て
、
ど
う
な
つ
た
、
と
冷
た

く
事
実
を
つ
つ
放
し
て
を
く
話
が
、
散
文
を
代
表
す
る
小
説
で
あ
り
、
私
は
、
か
う
思
ふ
、
ね
ば
な
ら
ぬ
、
好
き
だ
、
そ
れ
は
い
か
ん
と
い
つ
た
、
な
ま
の
意
見
、

く
事
実
を
つ
つ
放
し
て
を
く
話
が
、
散
文
を
代
表
す
る
小
説
で
あ
り
、
私
は
、
か
う
思
ふ
、
ね
ば
な
ら
ぬ
、
好
き
だ
、
そ
れ
は
い
か
ん
と
い
つ
た
、
な
ま
の
意
見
、

主
張
、
批
評
が
、
詩
の
か
た
ち
の
原
則
で
あ
る
。
一
は
叙
事
を
代
表
し
、
他
は
叙
情
を
も
つ
て
支
え
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
掲
載
誌
『
現
代

主
張
、
批
評
が
、
詩
の
か
た
ち
の
原
則
で
あ
る
。
一
は
叙
事
を
代
表
し
、
他
は
叙
情
を
も
つ
て
支
え
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
掲
載
誌
『
現
代

詩
』
が
叙
事
詩
の
試
み
を
推
奨
し
て
い
た
こ
と
一
つ
を
と
っ
て
も
、
小
説
は
叙
事
、
詩
は
叙
情
と
い
う
区
分
は
単
純
に
過
ぎ
る
。
そ
の
こ
と
は
杉
山
も
わ
か
っ
て

詩
』
が
叙
事
詩
の
試
み
を
推
奨
し
て
い
た
こ
と
一
つ
を
と
っ
て
も
、
小
説
は
叙
事
、
詩
は
叙
情
と
い
う
区
分
は
単
純
に
過
ぎ
る
。
そ
の
こ
と
は
杉
山
も
わ
か
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。

い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、杉
山
は
小
説
の
中
で
も
、特
に
探
偵
小
説
が
詩
に
近
い
と
考
え
て
い
た
節
が
あ
る
。「
探
偵
小
説
の
魅
力
」（『
関
西
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
会
報
』
一
九
五
〇
・

　

ま
た
、杉
山
は
小
説
の
中
で
も
、特
に
探
偵
小
説
が
詩
に
近
い
と
考
え
て
い
た
節
が
あ
る
。「
探
偵
小
説
の
魅
力
」（『
関
西
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
会
報
』
一
九
五
〇
・

九
）
で
は
、「
一
体
推
理
と
い
ふ
こ
と
は
、
砂
を
噛
む
や
う
な
客
観
的
事
実
の
集
積
の
や
う
で
あ
り
乍
ら
、
実
は
反
対
に
、
全
然
、
精
神
的
な
組
立
て
で
あ
つ
て
、

九
）
で
は
、「
一
体
推
理
と
い
ふ
こ
と
は
、
砂
を
噛
む
や
う
な
客
観
的
事
実
の
集
積
の
や
う
で
あ
り
乍
ら
、
実
は
反
対
に
、
全
然
、
精
神
的
な
組
立
て
で
あ
つ
て
、

気
持
や
空
想
の
産
物
で
あ
る
」
と
し
て
、「
従
つ
て
私
は
、探
偵
小
説
と
い
ふ
も
の
が
、多
分
に
散
文
よ
り
詩
に
偏
つ
た
も
の
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
る
。

気
持
や
空
想
の
産
物
で
あ
る
」
と
し
て
、「
従
つ
て
私
は
、探
偵
小
説
と
い
ふ
も
の
が
、多
分
に
散
文
よ
り
詩
に
偏
つ
た
も
の
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
る
。
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な
る
ほ
ど
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
よ
う
な
存
在
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
、
探
偵
小
説
と
詩
と
の
近
さ
は
理
解
し
や
す
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
以
降
、
杉

な
る
ほ
ど
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
よ
う
な
存
在
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
、
探
偵
小
説
と
詩
と
の
近
さ
は
理
解
し
や
す
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
以
降
、
杉

山
が
探
偵
小
説
を
執
筆
し
た
形
跡
は
な
い
。

山
が
探
偵
小
説
を
執
筆
し
た
形
跡
は
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
当
時
の
杉
山
は
、
散
文
と
詩
と
の
関
係
や
境
界
に
つ
い
て
、
た
び
た
び
角
度
を
変
え
な
が
ら
思
考
し
て
い
た
。
一
九
四
七
年
か
ら
五
二
年
に

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
当
時
の
杉
山
は
、
散
文
と
詩
と
の
関
係
や
境
界
に
つ
い
て
、
た
び
た
び
角
度
を
変
え
な
が
ら
思
考
し
て
い
た
。
一
九
四
七
年
か
ら
五
二
年
に

書
か
れ
た
コ
ン
ト
は
、
そ
の
よ
う
な
葛
藤
を
抱
え
て
い
た
杉
山
が
、
関
係
や
境
界
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
問
い
直
す
よ
う
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

書
か
れ
た
コ
ン
ト
は
、
そ
の
よ
う
な
葛
藤
を
抱
え
て
い
た
杉
山
が
、
関
係
や
境
界
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
問
い
直
す
よ
う
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
っ
と
も
、
小
説
と
詩
、
あ
る
い
は
コ
ン
ト
と
の
境
界
に
立
っ
て
い
た
の
は
、
杉
山
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
戦
前
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
シ
ド
ニ
ー
・

　

も
っ
と
も
、
小
説
と
詩
、
あ
る
い
は
コ
ン
ト
と
の
境
界
に
立
っ
て
い
た
の
は
、
杉
山
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
戦
前
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
シ
ド
ニ
ー
・

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
コ
レ
ッ
ト
に
「
コ
ン
ト
を
書
く
よ
う
に
、
コ
ン
ト
こ
そ
は
詩
人
の
領
分
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
、
深
尾
須
磨
子
と
い
う
詩
人
が
い
た
。
深

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
コ
レ
ッ
ト
に
「
コ
ン
ト
を
書
く
よ
う
に
、
コ
ン
ト
こ
そ
は
詩
人
の
領
分
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
、
深
尾
須
磨
子
と
い
う
詩
人
が
い
た
。
深

尾
は
そ
の
後
、「
こ
の
国
に
お
い
て
、
一
口
に
コ
ン
ト
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
そ
れ
ほ
ど
の
落
語
的
小
品
と
一
緒
に
さ
れ
た
く
な
か
つ
た
」
が
ゆ
え
に
「
純
正
コ
ン
ト
」

尾
は
そ
の
後
、「
こ
の
国
に
お
い
て
、
一
口
に
コ
ン
ト
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
そ
れ
ほ
ど
の
落
語
的
小
品
と
一
緒
に
さ
れ
た
く
な
か
つ
た
」
が
ゆ
え
に
「
純
正
コ
ン
ト
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
た
。
深
尾
に
よ
れ
ば
、「
短
篇
の
ル
ウ
ル
を
踏
み
な
が
ら
、
更
に
よ
り
鋭
く
豊
か
な
、
暗
示
、
皮
肉
、
幻
想
、
色
彩
等
々
が
加
は
り
、
一
篇

と
い
う
言
葉
を
用
い
た
。
深
尾
に
よ
れ
ば
、「
短
篇
の
ル
ウ
ル
を
踏
み
な
が
ら
、
更
に
よ
り
鋭
く
豊
か
な
、
暗
示
、
皮
肉
、
幻
想
、
色
彩
等
々
が
加
は
り
、
一
篇

を
通
じ
て
巧
み
に
虚
実
綯
ひ
ま
ぜ
た
も
の
が
純
正
コ
ン
ト
で
あ
る
」（「
小
序
」『
ホ
ル
モ
ン
夫
人
と
虚
無
僧
』
不
尽
書
院
、
一
九
三
七
）。

を
通
じ
て
巧
み
に
虚
実
綯
ひ
ま
ぜ
た
も
の
が
純
正
コ
ン
ト
で
あ
る
」（「
小
序
」『
ホ
ル
モ
ン
夫
人
と
虚
無
僧
』
不
尽
書
院
、
一
九
三
七
）。

　

ま
た
、
國
中
治
「『
四
季
』
の
最
後
の
詩
人
（
二
）
―
杉
山
平
一
の
詩
と
小
説
―
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
國
中
治
「『
四
季
』
の
最
後
の
詩
人
（
二
）
―
杉
山
平
一
の
詩
と
小
説
―
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　　

　

杉
山
平
一
の
小
説
を
考
え
る
と
き
、北
川
冬
彦
の
雑
誌
『
現
代
詩
』（
一
九
四
六
年
二
月
創
刊
）
に
杉
山
も
加
わ
っ
た
こ
と
を
軽
く
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

杉
山
平
一
の
小
説
を
考
え
る
と
き
、北
川
冬
彦
の
雑
誌
『
現
代
詩
』（
一
九
四
六
年
二
月
創
刊
）
に
杉
山
も
加
わ
っ
た
こ
と
を
軽
く
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

北
川
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
衰
退
期
に
入
っ
て
以
来
詩
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
を
考
案
・
吟
味
し
、
戦
後
は
散
文
詩
や
長
篇
叙
事
詩
を
小
説
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

北
川
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
衰
退
期
に
入
っ
て
以
来
詩
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
を
考
案
・
吟
味
し
、
戦
後
は
散
文
詩
や
長
篇
叙
事
詩
を
小
説
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

追
究
し
た
。
北
川
と
の
接
点
は
、
少
な
く
と
も
戦
後
の
一
時
期
、
杉
山
に
と
っ
て
は
詩
よ
り
小
説
で
の
そ
れ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
第
二

追
究
し
た
。
北
川
と
の
接
点
は
、
少
な
く
と
も
戦
後
の
一
時
期
、
杉
山
に
と
っ
て
は
詩
よ
り
小
説
で
の
そ
れ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
第
二

次
『
四
季
』
同
人
の
な
か
に
小
説
の
創
作
に
腐
心
す
る
詩
人
が
何
人
も
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
必
要
も
あ
る
。『
四
季
』
同
人
の
う
ち
、
詩
歴
、
地
縁
、
世

次
『
四
季
』
同
人
の
な
か
に
小
説
の
創
作
に
腐
心
す
る
詩
人
が
何
人
も
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
必
要
も
あ
る
。『
四
季
』
同
人
の
う
ち
、
詩
歴
、
地
縁
、
世

代
な
ど
の
関
係
か
ら
杉
山
に
近
い
存
在
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
三
好
達
治
、
丸
山
薫
、
竹
中
郁
、
津
村
信
夫
、
立
原
道
造
で
あ
り
、
彼
ら
は
作
風
こ
そ

代
な
ど
の
関
係
か
ら
杉
山
に
近
い
存
在
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
三
好
達
治
、
丸
山
薫
、
竹
中
郁
、
津
村
信
夫
、
立
原
道
造
で
あ
り
、
彼
ら
は
作
風
こ
そ

違
え
揃
っ
て
果
敢
に
小
説
制
作
に
取
り
組
ん
だ
詩
人
で
あ
っ
た
。

違
え
揃
っ
て
果
敢
に
小
説
制
作
に
取
り
組
ん
だ
詩
人
で
あ
っ
た
。

　　　

杉
山
が
同
人
に
な
っ
て
い
た
雑
誌
『
現
代
詩
』
は
、
か
つ
て
『
詩
と
詩
論
』
の
中
心
で
「
新
散
文
詩
運
動
」
の
提
唱
者
で
あ
っ
た
北
川
冬
彦
が
創
刊
し
た
雑
誌

　

杉
山
が
同
人
に
な
っ
て
い
た
雑
誌
『
現
代
詩
』
は
、
か
つ
て
『
詩
と
詩
論
』
の
中
心
で
「
新
散
文
詩
運
動
」
の
提
唱
者
で
あ
っ
た
北
川
冬
彦
が
創
刊
し
た
雑
誌

で
、
散
文
詩
に
つ
い
て
盛
ん
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
「
敗
戦
後
、
殊
に
最
近
の
詩
壇
の
作
品
傾
向
と
し
て
目
立
つ
の
は
、
散
文
型
詩
の
横
溢
で
あ

で
、
散
文
詩
に
つ
い
て
盛
ん
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
「
敗
戦
後
、
殊
に
最
近
の
詩
壇
の
作
品
傾
向
と
し
て
目
立
つ
の
は
、
散
文
型
詩
の
横
溢
で
あ

る
。
新
鋭
詩
人
の
殆
ど
が
こ
の
詩
型
を
採
用
し
て
い
る
」
と
い
う
見
解
も
示
さ
れ
て
い
た
（
浅
井
十
三
郎
「
編
集
後
記
」『
現
代
詩
』
一
九
四
八
・
一
〇
）。
杉
山

る
。
新
鋭
詩
人
の
殆
ど
が
こ
の
詩
型
を
採
用
し
て
い
る
」
と
い
う
見
解
も
示
さ
れ
て
い
た
（
浅
井
十
三
郎
「
編
集
後
記
」『
現
代
詩
』
一
九
四
八
・
一
〇
）。
杉
山
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も
「
詩
に
お
け
る
肉
声
」（『
現
代
詩
』
一
九
四
八
・
一
一
）
に
お
い
て
、「
中
村
真
一
郎
の
「
死
の
影
の
下
に
」
は
小
説
で
あ
る
が
、
そ
の
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
イ

も
「
詩
に
お
け
る
肉
声
」（『
現
代
詩
』
一
九
四
八
・
一
一
）
に
お
い
て
、「
中
村
真
一
郎
の
「
死
の
影
の
下
に
」
は
小
説
で
あ
る
が
、
そ
の
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
イ

ク
の
詩
よ
り
は
、
全
人
格
的
な
肉
声
を
も
つ
故
に
、
む
し
ろ
す
ぐ
れ
た
詩
で
あ
る
」
と
、
小
説
と
詩
と
の
境
界
を
逸
脱
す
る
知
見
を
述
べ
て
い
た
。

ク
の
詩
よ
り
は
、
全
人
格
的
な
肉
声
を
も
つ
故
に
、
む
し
ろ
す
ぐ
れ
た
詩
で
あ
る
」
と
、
小
説
と
詩
と
の
境
界
を
逸
脱
す
る
知
見
を
述
べ
て
い
た
。

　

ま
た
、
北
川
は
「
編
集
後
記
」（『
現
代
詩
』
一
九
四
九
・
四
）
で
、「
杉
山
平
一
、
牧
章
造
、
小
野
連
司
諸
君
の
作
品
は
、
散
文
と
す
れ
す
れ
の
仕
事
を
し
て

　

ま
た
、
北
川
は
「
編
集
後
記
」（『
現
代
詩
』
一
九
四
九
・
四
）
で
、「
杉
山
平
一
、
牧
章
造
、
小
野
連
司
諸
君
の
作
品
は
、
散
文
と
す
れ
す
れ
の
仕
事
を
し
て

い
る
（
尤
も
杉
山
君
は
こ
れ
は
小
説
で
す
が
と
書
き
添
え
て
い
る
）」
と
、
そ
の
小
説
か
詩
か
わ
か
り
に
く
い
作
風
に
触
れ
て
い
た
。

い
る
（
尤
も
杉
山
君
は
こ
れ
は
小
説
で
す
が
と
書
き
添
え
て
い
る
）」
と
、
そ
の
小
説
か
詩
か
わ
か
り
に
く
い
作
風
に
触
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、國
中
が
述
べ
た
よ
う
に
、詩
人
が
小
説
を
書
く
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。『
四
季
』
派
だ
け
で
は
な
い
。
詩
人
か
ら
小
説
家
に
転
身
し
た
井
上
靖
と
、

　

さ
ら
に
、國
中
が
述
べ
た
よ
う
に
、詩
人
が
小
説
を
書
く
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。『
四
季
』
派
だ
け
で
は
な
い
。
詩
人
か
ら
小
説
家
に
転
身
し
た
井
上
靖
と
、

杉
山
は
関
西
圏
の
詩
人
と
し
て
戦
時
中
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
。
や
は
り
二
人
と
交
友
が
あ
っ
た
安
西
冬
衛
も
、
戦
後
に
新
聞
小
説
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
敗
戦

杉
山
は
関
西
圏
の
詩
人
と
し
て
戦
時
中
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
。
や
は
り
二
人
と
交
友
が
あ
っ
た
安
西
冬
衛
も
、
戦
後
に
新
聞
小
説
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
敗
戦

直
後
に
は
、
前
述
の
中
村
以
外
に
も
、
高
見
順
、
野
間
宏
な
ど
、
詩
を
書
い
た
小
説
家
が
複
数
い
た
。
太
宰
治
が
戦
前
に
小
説
と
し
て
発
表
し
た
作
品
が
、
戦
後

直
後
に
は
、
前
述
の
中
村
以
外
に
も
、
高
見
順
、
野
間
宏
な
ど
、
詩
を
書
い
た
小
説
家
が
複
数
い
た
。
太
宰
治
が
戦
前
に
小
説
と
し
て
発
表
し
た
作
品
が
、
戦
後

に
詩
と
し
て
再
掲
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

に
詩
と
し
て
再
掲
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
たた（９
）

（
９
）。

つ
ま
り
、
敗
戦
直
後
に
お
い
て
詩
と
小
説
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
境
界
線
は
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
ゆ
る
や
か

。
つ
ま
り
、
敗
戦
直
後
に
お
い
て
詩
と
小
説
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
境
界
線
は
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
ゆ
る
や
か

さ
の
な
か
に
杉
山
も
い
た
。
杉
山
の
コ
ン
ト
の
脱
領
域
性
に
は
、
詩
人
そ
の
人
が
直
面
し
て
い
た
葛
藤
ば
か
り
で
は
な
く
、
同
時
代
的
な
状
況
も
影
響
し
て
い
た

さ
の
な
か
に
杉
山
も
い
た
。
杉
山
の
コ
ン
ト
の
脱
領
域
性
に
は
、
詩
人
そ
の
人
が
直
面
し
て
い
た
葛
藤
ば
か
り
で
は
な
く
、
同
時
代
的
な
状
況
も
影
響
し
て
い
た

は
ず
な
の
で
あ
る
。

は
ず
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
視
野
を
広
げ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
近
代
日
本
に
お
け
る
コ
ン
ト
と
い
う
表
現
手
段
の
特
性
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
コ
ン
ト
と

　

さ
ら
に
視
野
を
広
げ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
近
代
日
本
に
お
け
る
コ
ン
ト
と
い
う
表
現
手
段
の
特
性
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
コ
ン
ト
と

い
う
形
式
で
は
、
い
わ
ゆ
る
〈
落
ち
〉
の
あ
る
短
編
小
説
だ
け
で
な
く
、
随
筆
風
、
散
文
詩
風
、
童
話
風
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
許
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
も

い
う
形
式
で
は
、
い
わ
ゆ
る
〈
落
ち
〉
の
あ
る
短
編
小
説
だ
け
で
な
く
、
随
筆
風
、
散
文
詩
風
、
童
話
風
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
許
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
も

と
も
と
明
治
時
代
の
「
小
品
」
が
備
え
て
い
た
多
様
性
で
も
あ
っ

と
も
と
明
治
時
代
の
「
小
品
」
が
備
え
て
い
た
多
様
性
で
も
あ
っ
たた
））
（1（1
（（

。
一
九
二
〇
年
代
中
葉
に
コ
ン
ト
が
流
行
し
た
と
き
に
は
、
既
存
の
「
小
品
」
と
の
差
異
が

。
一
九
二
〇
年
代
中
葉
に
コ
ン
ト
が
流
行
し
た
と
き
に
は
、
既
存
の
「
小
品
」
と
の
差
異
が

押
し
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
コ
ン
ト
は
ほ
ど
な
く
し
て
目
新
し
い
表
現
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
連
れ
て
、
コ
ン
ト
に
も
「
小
品
」
的
な
も
の
が
許
容
さ
れ
て

押
し
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
コ
ン
ト
は
ほ
ど
な
く
し
て
目
新
し
い
表
現
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
連
れ
て
、
コ
ン
ト
に
も
「
小
品
」
的
な
も
の
が
許
容
さ
れ
て

ゆ
く
。
そ
れ
が
一
九
五
〇
年
代
末
以
降
、「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
」
が
流
行
す
る
と
、再
び
枝
分
か
れ
す
る
。
星
新
一
に
代
表
さ
れ
る
「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
」
は
、

ゆ
く
。
そ
れ
が
一
九
五
〇
年
代
末
以
降
、「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
」
が
流
行
す
る
と
、再
び
枝
分
か
れ
す
る
。
星
新
一
に
代
表
さ
れ
る
「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
」
は
、

同
じ
ご
く
短
い
小
説
で
も
、
虚
構
性
が
高
く
、
プ
ロ
ッ
ト
に
工
夫
が
な
さ
れ
た
も
の
で
、
散
文
詩
や
随
筆
と
は
異
な
る
内
容
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

同
じ
ご
く
短
い
小
説
で
も
、
虚
構
性
が
高
く
、
プ
ロ
ッ
ト
に
工
夫
が
な
さ
れ
た
も
の
で
、
散
文
詩
や
随
筆
と
は
異
な
る
内
容
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

杉
山
の
コ
ン
ト
は
、
詩
、
随
筆
、
探
偵
小
説
、
童
話
な
ど
と
接
点
を
持
っ
て
い
た
。
敗
戦
後
の
約
六
年
間
に
杉
山
が
書
い
た
コ
ン
ト
は
、
作
品
そ
れ
自
体
と
し

　

杉
山
の
コ
ン
ト
は
、
詩
、
随
筆
、
探
偵
小
説
、
童
話
な
ど
と
接
点
を
持
っ
て
い
た
。
敗
戦
後
の
約
六
年
間
に
杉
山
が
書
い
た
コ
ン
ト
は
、
作
品
そ
れ
自
体
と
し

て
再
評
価
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
質
を
備
え
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
れ
ら
は
ジ
ャ
ン
ル
が
混
淆
し
て
い
た
時
期
な
ら
で
は
の
表
現
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

て
再
評
価
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
質
を
備
え
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
れ
ら
は
ジ
ャ
ン
ル
が
混
淆
し
て
い
た
時
期
な
ら
で
は
の
表
現
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

注（
１
）
た
だ
し
、
コ
ン
ト
に
近
い
「
掌
篇
小
説
」
と
い
う
枠
組
み
で
発
表
さ
れ
た
『
月
の
出
』（『
知
性
』
一
九
五
六
・
八
）
や
、『
文
学
雑
誌
』
一
九
七
二
年
一
二
月
号
の
「
コ
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ン
ト
特
集
」
に
発
表
さ
れ
た
『
も
う
一
人
の
男
』『
女
』
と
い
う
二
作
品
は
『
全
詩
集
』
下
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
杉
山
は
「
解
題
」
で
そ
れ
ら
を
「
詩
的
小
品
な
ど
」

と
呼
ん
で
い
る
（
七
四
九
頁
）。

（
２
）	

「
け
し
粒
小
説
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「《
研
究
ノ
ー
ト
》「
け
し
粒
小
説
」
と
そ
の
時
代
―
敗
戦
直
後
の
「
朝
日
新
聞
」
大
阪
版
お
よ
び
名
古
屋
版
の
創
作
欄
」（『
阪
大

近
代
文
学
研
究
』
二
〇
一
八
・
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）	
作
之
助
は
同
年
に
、
他
の
新
聞
で
同
様
の
推
薦
あ
る
い
は
慫
慂
を
し
た
経
験
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
作
之
助
が
新
聞
小
説
『
夜
光
虫
』
を
連
載
し
て
い
た
『
大
阪

日
日
新
聞
』
に
、「
読
者
応
募
」
と
い
う
形
で
は
あ
る
が
、
愛
人
の
輪
島
昭
子
や
弟
子
の
吉
田
定
一
の
コ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
夜
光
虫
』
の
連
載

は
一
九
四
六
年
五
月
二
四
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で
。
輪
島
の
『
日
曜
コ
ン
ト　

虚
栄
』
は
六
月
二
日
に
、吉
田
の
『
日
曜
コ
ン
ト　

昔
』
は
六
月
一
六
日
に
掲
載
さ
れ
た
。

（
４
）	

「
原
子
小
説
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「《
資
料
紹
介
》「
中
京
新
聞
」
の
「
原
子
小
説
」」（『
阪
大
近
代
文
学
研
究
』
二
〇
二
四
・
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）	

杉
山
は
後
に
も
、『
ミ
ラ
ボ
ー
橋
』
を
書
い
た
頃
に
は
「
自
分
の
面
白
い
と
感
ず
る
も
の
を
訴
え
る
の
は
散
文
の
方
が
、ぴ
っ
た
り
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た
」
た
め
に
「
私

は
エ
ッ
セ
イ
を
か
い
た
。
小
説
を
か
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
詩
だ
と
い
わ
れ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（「
詩
と
私
」、『
詩
へ
の
接
近　

詩
と
詩
人
へ
の
芸
術
論
的

考
察
』
幻
想
社
、
一
九
八
〇
、
三
六
～
三
七
頁
）。

（
６
）	

こ
の
書
評
の
執
筆
者
は
、
当
時
『
新
大
阪
』
に
勤
務
し
て
い
た
足
立
巻
一
の
可
能
性
が
高
い
。
足
立
は
後
に
、「
現
代
詩
文
庫
（
16
）
杉
山
平
一
詩
集
」（『
朝
日
新
聞
』

一
九
八
四
・
八
・
一
二
、
二
六
面
）
に
お
い
て
も
、「
強
い
イ
デ
ア
か
ら
発
し
た
明
晰
な
批
評
の
光
線
」
が
「
杉
山
の
詩
、
映
像
論
、
エ
ッ
セ
ー
か
ら
ど
ん
な
短
文
に

ま
で
あ
て
は
ま
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
７
）	

『
杉
山
平
一
全
詩
集　

下
』
の
「
年
譜
」
の
一
九
五
一
年
の
項
に
は
「
物
品
税
滞
納
の
た
め
、
国
税
局
と
の
対
応
つ
づ
く
。
銀
行
融
資
渋
る
た
め
、
融
通
手
形
発
行
。
そ

の
処
理
に
暴
力
団
取
立
屋
き
て
弱
る
」
と
あ
る
。
な
お
、
杉
山
の
父
が
興
し
、
平
一
が
引
き
継
い
だ
尼
崎
精
工
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
琴
子
「「
杉
山
平
一
と

尼
崎　

没
後
一
〇
年　

詩
と
映
画
と
人
生
」
誌
上
展
示
」（
尼
崎
市
立
歴
史
博
物
館
紀
要
『
地
域
史
研
究
』
二
〇
二
四
・
一
）
に
く
わ
し
い
。

（
８
）	

最
初
に
携
わ
っ
た
同
人
誌
を
『
貨
物
列
車
』
と
名
付
け
た
杉
山
は
、
し
ば
し
ば
駅
や
鉄
道
を
詩
の
モ
チ
ー
フ
に
し
た
。

（
９
）	

拙
稿
「「
火
焰
木
」
の
な
か
の
「
雀
こ
」」（『
太
宰
治
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
別
冊
、
二
〇
一
七
・
六
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）	

小
品
に
関
し
て
は
、
木
股
知
史
「
小
品
文
学
の
世
界
」（『
明
治
大
正
小
品
選
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
六
）
を
参
照
し
た
。
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A Study of Heiichi Sugiyama’s Contes

� Masao�SAITO

　　This�paper�examines�the�contes�written�by�the�poet�Heiichi�Sugiyama�（杉山平一，

1914–2010）.�Sugiyama�is�recognized�as�a�prominent�poet�of�20th-century�Japan.�However,�

the�fact�that�he�wrote�contes�(short�stories)�after�World�War�II�is�often�overlooked�today.

　　The�remainder�of� this�paper� is� organized�as� follows:�First,� I� review�Sugiyama’s�

creative�output.�Next,� I�present�a�bibliography�of�Sugiyama’s�contes,�which�has�been�

overlooked.�I�then�explore�the�factors�that�influenced�Sugiyama’s�decision�to�write�contes�

and�the�places�relevant�to�his�creative�activities.�I�subsequently�analyze�the�mechanics�of�

what�I�consider�representative�work.�Finally,�I�examine�the�contemporaneous�situations�of�

poetry,�prose,�and�conte.

　　Based�on�these�considerations,�this�essay�aims�to�re-evaluate�Sugiyama’s�conte�works.�

Simultaneously,� I�highlight�the�characteristics�of�conte� in�modern�Japan,�situated�at�the�

intersection�of�short�stories,�prose�poems,�and�essays.


